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1．はじめに
筆者は別稿で，明治以降日本の織物業近代化，とり
わけヨーロッパ先進技術の日本への導入とその普及に
あたって大きな役割を果たした近藤徳太郎（1856-
1929年）を取り上げて，彼の留学先であるフランス・
リヨンの織物学校が何処であったのかを検討した1）。
徳太郎が学んだとされる「里昂織物学校」の確定の
ためリヨンを訪れたのは2011年10月6日であった。わ
ずか3日間の調査であったが，フランス経済史研究者
である本学経済学部教授齊藤佳史氏の懇切かつ的確な
るリードのお蔭で，現地での調査活動を効率的に行う
ことができた。
その際に，「リヨン高等商業・織物学校」「校友会
誌」の一部を写真撮影した2）。本稿は，そこで入手し
た資料を手がかりに，19世紀末に地域産業のニーズを
受けて設立された実業教育機関の卒業生たちがどのよ
うな職業に従事し，またビジネスの担い手としてどの
ような分野で活動していたかを考察するものである。
以下では，まず別稿に依拠しつつリヨン高等商業・
織物学校および同校校友会の概略を述べ，次いでリヨ
ン高等商業・織物学校校友会員の職業分析を行い，最
後に織物学校校友たちの1880年から1898年の約20年間
における職業の変動をみていくこととする。
2．リヨン高等商業・織物学校
2.1　リヨン高等商業・織物学校の設立
1872年にリヨン商業会議所立のリヨン高等商業学校
が設立された。1702年に創設されたリヨン商業会議所
は，その産業基盤が絹工業にあることから，会員の多
くが織元や絹商人などの織物関連業者であった。商業
会議所は有力絹商人および織元たちの寡頭制のもと
で，産業技術博物館，貯蓄銀行・貸付銀行・絹業労働
者共済組合あるいは織元・絹商人組合等の団体設立へ
の補助金交付，無料講座や博覧会の開催，発明の奨
励，慈善活動など多岐にわたる活動を行っていた3）。
その活動の一環として，リヨン商工業者の子弟教育の
場となる商業学校創立の運びとなったのである。商業
学校が設立された後，1876年には絹工業技術教育充実
のために「織物学校」が付設されて，ここで検討する
「リヨン高等商業・織物学校」‘L’École Supérieure de 
Commerce et de Tissage de Lyon’となったのである。
商業学校設立にあたって，商業会議所は営業免許状
所持者から約7万6千フランを集め，自らもそれと同額
の資金を提供し，学校の後見と管理にあたった。さら
に，1876年の織物学校付設の際には，商業会議所から
5万フランの寄付がなされた。
このようにリヨン高等商業・織物学校は商業会議所
の寄付金とリヨン地域の繊維関連業者の強力な支援の＊専修大学商学部教授
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もと設立されたのであるが，その背景にはこの地域に
おける繊維産業の突出したウエイトの高さと産業的特
質があった。大野　彰氏によると，1840-45年のリヨン
の総生産額に占める繊維産業のウエイトは93.6％を占
めており，地域経済が単一の産業構造を有していたこ
とを示している。1860年に至ってそのウエイトは84.9 %
まで低下したとはいえ，繊維産業がリヨン地域経済に
おいて圧倒的地位を占めていたことには変わりない4）。
後にみるように，リヨン高等商業・織物学校は多く
の留学生を受け入れているが，それはリヨン繊維産業
の歴史的先進性と海外市場への高い依存性による。絹
織物工業では原料供給の半ばを海外，とくにイタリア
に仰いでいた。それが19世紀半ばに発生した微粒子病
の影響で，原料調達範囲はヨーロッパ域内からアジ
ア，とくに中国へと広がっていった。その延長線上に
日本もあったことは周知のとおりである。
製品販売においても海外市場に大きく依存してい
た。松原建彦氏によると，近接する絹リボン産地サン
テチエンヌを含むリヨン地域の絹製品の輸出比率は19
世紀後半に50～60％を占めていた5）。その主要市場は
英米で，1862年の輸出総額318,207千フランのうち
48.6 % をイギリスが占め，アメリカの7.5 % を合わせ
ると半ばを超えた。その他のヨーロッパ内の輸出先
は，ドイツ17.9 %，ベルギー8.9 %，イタリア6.7 %，
スペイン5.6 %，スイス2.5 % であった6）。
このように，リヨン地域の絹工業は外国市場との深
い関わりなしにはその繁栄を実現できなかったのであ
る。リヨン商業会議所が外国市場におけるビジネス展
開の必要性を痛感し，世界的視野をもつビジネスマン
の養成と，その産業的基盤となる技術教育機関設立に
関心を高めたのは当然のことであったといえよう。
2.2　リヨン高等商業学校・織物学校の概要
2.2.1　学校の組織形態・運営，カリキュラム
リヨン高等商業・織物学校は授権資本金112万フラ
ン（1898年時点。1株500フラン・2,240株）の株式会
社形態の法人組織として運営された。学校は1876年～
95年の20年間に国から12万9,000フランの補助を受け
たが，補助そのものは1884年に廃止されている。国以
外の助成金をいっさい受け取っていないので，学校の
運営は生徒による授業料で賄っていた。授業料は，予
科500フラン，一般商業科600フラン，特別科750フラ
ン，織物科（フランス人生徒）800フラン，同科（外
国人生徒）1,200フランであった。織物科の授業料で
は自国民と外国人との間で差を設けている。
学校経営の任にあった理事会の構成をみると，商業
会議所立ということもあって，理事会員19名（1936年
時点）のうち商業会議所理事（職業不記載）が7名と
もっとも多かった。この他学校関係者3名を除く9名
は，織元（絹製品製造業者）fabricants de soieries が
4名，絹商人（絹商社）marchands de soie1名，染色
業者 teinturier1名と，いわゆる上層の織物関連業者が
6名も占めていたのである。次節のリヨン高等商業・
織物学校校友会員の職業分析から窺えるように，生徒
の多くも marchand や fabricant と呼ばれる商人，絹
製品製造業者（問屋制的経営を行う織元層や独立織屋
層も含めて）の子弟，またそうした繊維産業で起業を
志す者，繊維産業関連会社での就職を目ざす者たちで
あった。学校教育においては，いずれの職場にあって
も世界市場との関連はまぬがれず，広い視野を養成す
るビジネス教育と確実な技術教育とが融合した実業教
育が求められた7）。
リヨン高等商業学校のカリキュラムの一端は表1か
らも窺える。なお，この表は1936年に刊行された
“UNE ECOLE MODERNE―L’École Supérieure de 
Commerce et de Tissage de Lyon―Ses Récentes 
Transformations, 1936.”8）に掲載された高等商業学校
の学習計画表から作成した。草創期のものと比べる
と，かなり時代の要請に合わせて改正されている可能
性が高いが，リヨン高等商業・織物学校の基本的な教
育方針を窺い知ることは可能であろう。
科目構成は，まず世界に通用するビジネスマンとし
て必要な語学力（英語・ドイツ語・イタリア語・スペ
イン語），「応用数学 Mathématiques appliquées」を教
養基礎科目とし，「商業と簿記 Commerce et Compta-
bilité」「商業史 Histoire du commerce」「商業論
Thése commerciale」「商業経済 Economie commer-
ciale」といった商業基礎科目と，「商業実務 Bureau 
commercial」「商業通信 Correspondance commer-
ciale」「商業文書 Documents commerciaux」「仏語と
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商業心理学 Français et Psychologie commerciale」「商
品開発 Étude des marchandises」の商業実務科目が専
門教育の柱として配置されている。そして，それらを
取りまく学際的科目として一方に「政治経済 Econo-
mie politique」「経済地理 Géographie économique」
「植民地の地理と経済 Géographie et économie coloni-
ales」の経済科目を置き，他方で商業活動に欠かせな
い法律科目として「民法と公法 Droit civil et public」
「商法 Droit commercial」「保険法 Législation des As-
surances」「税法と税関 Légis la t ion  f i sca le  et 
douanière」「工業法制と労働法 Législation industrielle 
et ouvrière」が設けられている。そして，「リヨンと
リヨン地域 Lyon et la Région lyonnaise」を置いて自
らの地域への認識を専門科目学習の基礎とした。
表中の「年度末試験採点調整係数」は素点に掛ける
係数のことで，係数が高いほど科目の重要度を示して
科　目 教 授 名
第1年次 第2年次 第1年次 第2年次
時間数 
／週間
時間数 
／週間
作文 試験
年度末 
試験採点 
調整係数
作文 試験
年度末 
試験採点 
調整係数
商業と簿記 M.M. Poncet 4 3 2 2 3 1 1 5
応用数学 M.M. Poncet 5 2 2 2 2 2 5
商業実務 M.M. Poncet 6
商業経済 M.M. Clerget 1 1 1 3
商業論 M.M. Clerget 3
商業通信文 M.M. Boureau 1 1
フランス語と商業心理学 M.M. Roch 1 1 3 2
商業文書 M.M. Poncet 1（学期） 2
民法と公法 M.M. Claude Petit 1 1 1
商法
M.M. Antoine Petit 
M.M. Vernay
1 2 1 1 1 3
工業法制と労働法 M.M. AmieuX 1 1 2
税法と税関 M.M. Claude Petit 1 1 2
保険法 M.M.Gounot 1（学期） 1
政治経済 M.M. Claude Petit 1 1 2
商業史 M.M. Clerget 1 1 2
経済地理 M.M. Clerget 2 1 1 2 2 1 1 2
植民地の地理と経済 M.M. Clerget 1 1 1 2
リヨンとリヨン地域 M.M. Clerget 1 1 2
商品開発
M.M. Chaveyron 
M.M. Viviand
2 2 1 1 2 1 1 3
英語（1）
M.M. Bernard 
M.M. Touzain
4 4 2 2 2 2 2
ドイツ語（1）〈選択〉 M.M. Lévy 〈4〉 〈4〉 〈2〉 〈2〉 〈2〉 〈2〉 〈2〉 〈6〉
イタリア語（1）〈選択〉 M.M. Gentile 〈4〉 〈4〉 〈2〉 〈2〉 〈2〉 〈2〉 〈2〉 〈6〉
スペイン語（1）〈選択〉 M.M. Cristobal 〈4〉 〈4〉 〈2〉 〈2〉 〈2〉 〈2〉 〈2〉 〈6〉
（注）“L'Ecole Supérieure de Commerce et de Tissage de Lyon － Ses Récentes Transformations －”（1936）。
表1　リヨン高等商業・織物学校の授業計画（1936年）
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いる。配当時間数とこの係数の高さから，商業基礎教
育を重視する学校の方針が浮かび上がってくる。
他方，織物学校のカリキュラムについては，以下の
10人の教員とその担当科目によって概略が分かる。す
なわち，J. LOIR（エトフ（織物）及びチュール（薄
地織物）の機織理論 Théorie du tissage des étoffes et 
du tulle），A. PAYERNE（機織理論：染色，仕上プリ
ント Théorie du tissage: teinture, impression et ap-
prêt），H. D’HENNEZEL（織物装飾史 Histoire de la 
décoration des tissus），CABANE（機械論 Mécan-
ique），THIBAUT（染料 Matières, colorantes），RI-
CARD（装飾図案及びデッサン Dessin d’ornement et 
de mise en carte），MERIE（機械応用論 Mécanique 
appliquée），QUAY（織物及び作業場での実習 Pra-
tique du tissage et du garage），BERT（同前），Mme 
VALENTINI（絹の準備 Préparation des soies）9）。準
備工程も含めて織物製織法の理論と実技の習得，織物
生地への染色・プリント等の加工技術，デザインと
いった織物製造に必須の科目を配置するととともに，
機械制生産の進展を受けてそのメカニズムの理論や実
習科目も配置していたとみてよかろう。
リヨン高等商業・織物学校の教育は，基礎力をしっ
かり身につけ，たんに商業実務能力に長けるだけでな
く，国際市場に通暁し広い視野にたって活躍できる人
材を養成しようとするリヨン産業界の意図が込められ
ていたといえよう。
2.2.2　リヨン高等商業・織物学校の在学生の推移
リヨン高等商業・織物学校の在学生の推移はどのよ
うなものであったのだろうか。表2によってみてみよ
う10）。
リヨン高等商業・織物学校は，設立から1923年まで
の50年間にいくつかのコースを設置して社会のニーズ
に対応してきた。表によると，1872年に A「予科・初
等コース（Cours preparatoire et 1er cycle）」と，高等
教育コースとしての B「商業一般・銀行コース（Com-
merce general et Banque）」が設けられた。そして
1876年に E「織物1年コース（Cours de tissage en un 
an）」が併置されて，「高等商業・織物学校」の態様
を整えた。その後，高等商業教育課程として1889年に
D「絹製品商業コース（Commerce des soieries）」
が，また1892年には C「化学製品商業コース（Com-
merce des produits chimiques）」が設置された。1906
年に設けられた‘Cours de garage’は，織物製造現
場の実習に主眼をおき短期養成を意図したものであっ
たと考えられるので，ここでは F「織物実習コース」
と訳しておく。
表によると，創立以来50年間でリヨン高等商業・織
物学校の生徒総数は7,373人にのぼり，地域の実業教
育に大きな役割を果たしてきたことが窺える。コース
別生徒数をみると，A1,012名（13.7％），B4,177名
（56.7％），C155名（2.1％），D1,260名（17.1％），E733
名（9.9％），F36名（0.5％）であった。A を基礎教育
のための初等コースとすると，B・C・D は専門的な
商業教育コースとして位置づけられる。これらの生徒
総数は5,592名に達し，全体の75.8％を占めている。こ
れらが学校の中軸部門であったことがわかる。そうし
たなかで，織物製造技術を習得する技術教育部門であ
る E は，生徒総数のなかで1割を占めるにすぎない。
リヨン高等商業・織物学校の主体が商業教育にあり，
織物技術教育はその付帯事業であったといえよう。
50年間の生徒数の推移をみると，各年100名から200
名の生徒を入学させていたことになる。1870年代末か
ら1880年代半ばにかけての不況が集中的に現れた時期
に，リヨン繊維産業は深刻な不況を経験するが，この
時期に生徒数は100名を切り，1882/1883年度には総数
80名まで落ち込んでいる。この年度では，A「予備・
初等コース」15名，B「商業一般・銀行コース」54
名，E［織物コース］11名であった。経営的にもかな
り厳しい状況に追い込まれていたのではなかろうか。
不況期を脱した1890年代には，生徒数も増加傾向を
示し，とくに時代のニーズにあった新コースを設置す
るなど，1896年から1903年には200名を超えるまでに
回復している。
1889年 /1890年度の D「絹製品商業コース」の設置
は，70年代後半から始まるリヨン織物業の機械化と世
界市場の変化のもとでの新たな展開を受けて，リヨン
商工業界において織物生産に関する専門知識をもった
商業的担い手のさらなる育成が喫緊の課題となってい
たことを示していよう。
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また，1892/1893年度から始まる C コース設置の背
景には，染色業から発達した化学染料生産が，やがて
化学製品生産へと発展し，化学工業がフランスの重要
産業になっていく過程があった。しかし同時に，C
コースが思いのほか入学生を集めることができず，わ
ずか10年で廃止されたことは，フランス国内での他の
化学教育機関との競合や，ドイツ化学染料工業の急速
な発展によってリヨンのそれが相対的に地位を低下さ
せていったことと関連していよう。
E「織物コース」の趨勢については，ほぼ10名台後
半から20名台前半で推移するなかで，1900年代に入っ
て10名を割り込む年度が増えていく。1914/1915年度
～1917/1918年度は第一次世界大戦期，大戦後の不況
期に生徒数の減少をきたしている。とはいえ，織物
年度 A B C D E F 合計 年度 A B C D E F 合計
1872/1873 48 75 123 1898/1899 37 113 60 14 224
1873/1874 39 105 144 1899/1900 39 106 2 62 16 225
1874/1875 35 116 151 1900/1901 36 97 11 62 15 221
1875/1876 27 98 125 1901/1902 38 99 10 62 12 221
1876/1877 27 89 25 141 1902/1903 25 107 13 60 15 220
1877/1878 33 76 21 130 1903/1904 20 93 17 45 11 186
1878/1879 25 67 14 106 1904/1905 14 60 8 29 12 123
1879/1880 23 72 13 108 1905/1906 10 72 9 24 17 132
1880/1881 14 68 11 93 1906/1907 7 95 9 37 6 4 158
1881/1882 20 49 18 87 1907/1908 7 66 5 31 7 6 122
1882/1883 15 54 11 80 1908/1909 12 70 5 26 9 4 126
1883/1884 21 57 15 93 1909/1910 19 74 2 27 11 5 138
1884/1885 19 59 10 88 1910/1911 14 65 27 25 5 136
1885/1886 29 45 20 94 1911/1912 11 77 33 22 3 146
1886/1887 23 55 21 99 1912/1913 10 89 26 10 2 137
1887/1888 19 55 25 99 1913/1914 10 72 24 12 118
1888/1889 25 65 27 117 1914/1915 5 61 11 7 84
1889/1890 28 74 17 17 136 1915/1916 59 19 3 1 82
1890/1891 36 63 37 18 154 1916/1917 82 26 6 2 116
1891/1892 35 72 45 25 177 1917/1918 108 27 6 141
1892/1893 39 68 8 44 16 175 1918/1919 116 24 12 152
1893/1894 49 66 15 54 16 200 1919/1920 189 42 42 4 277
1894/1895 47 69 12 54 14 196 1920/1921 169 44 28 241
1895/1896 33 85 14 52 15 199 1921/1922 158 42 19 219
1896/1897 37 100 10 55 12 214 1922/1923 156 47 24 227
1897/1898 37 110 5 45 22 219 合計 1,012 4,177 155 1,260 733 36 7,373
注： A=Cours preparatoire et 1** cycle，B=Commerce general et Banque，C=Commerce des produits chimiques，
D=Commerce des soieries，E=Cours de tissage en un an，F=Cours de garage
　　 （A「予備コースと1年（学）期」，B「商業一般と銀行」，C「化学製品商業コース」，D「絹製品商業コース」，E「織
物1年コース」，F「織物実習コース」）
出典：“LES CINQUANTE PREMIERES ANNÉE DE l'École Supérieure de Commerce DE Lyon”, Lyon, 1923.
表2　「リヨン高等商業・織物学校」事業年度別生徒数推移
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コースは基本的に織物業の景気変動に生徒数が大きく
左右されながらも，着実にその役割を果たしていたと
いえよう。
以上，いずれのコースもリヨン地域経済の動向と密
接に関連して生徒数を増減させながらも，地域のニー
ズに応じた実業教育の場として，リヨン高等商業・織
物学校はリヨンの基軸産業の担い手育成に大きく貢献
していたのである。
ところで，外国人生徒の受け入れについては，学校
の設立母体である商業会議所内でも大きく意見が分か
れていた。1870年代，リヨンの繊維産業は大きな転換
点にあった。一方で工場制のもとで力織機導入が始ま
りながらも，他方では家内工業的な個人企業による
ジャカード装置付の手織機による紋織生産が広く行わ
れていた。
世界市場では19世紀末になると「絹織物の大衆化」
に対応して力織機生産が一般化していった。元来リヨ
ンは紋織生産を中心とする高級絹織産地として，ヨー
ロッパにおいて屈指の地位を獲得してきた。それがい
まや，工場制にもとづく機械制生産という点ではそれ
までの絹工業後進国スイス，ドイツ，さらにはアメリ
カの後塵を拝するまでになっていた11）。こうしたなか，
学校への外国人生徒の受け入れについては，リヨンの
高級絹織物技術の流出を危惧する者と，時代の先を見
据えた上で機械生産システムの習得のためには海外の
機械生産に長じた国々から学ぶべきだとする者との間
で賛否両論であった。「我々の学校が開設した時，彼ら
は繁栄の渦中にあり，織物機械の点では私たちより進
んでいた。我々は彼らから学ぶことがたくさんあっ
た。さらに，外国の学校は我々にも開かれており，
我々の学校の入口を閉ざすことはできなかった」12）
1898年の校友会誌によると，外国人生徒は商業学校
創設から1898年の25年間に商業学校と織物学校両方の
数字を合わせて247名にのぼった。その内訳は，国籍
別ではアルザス人49名（この時点ではドイツ領），イ
タリア人44名，スイス人37名，イギリス人27名，スペ
イン人24名，ロシア人14名，ドイツ人13名，アメリカ
人12名，オーストリア人7名，日本人6名，トルコ人5
名，オランダ人3名，ドナウ州3名，ポルトガル人2
名，ベルギー人1名であった。外国人生徒は年平均10
名で，全生徒数のほぼ1割前後であった13）。
この247名のなかに日本人6名が含まれている。6名
のうち1895年までの校友会員名簿で3名の日本人を確
認できる。商業学校1881年卒業の「ONO, MASSAK-
ITCHI（TOKIO）」（小野政吉），同1882年卒業「ONO, 
NOBOUTARO（TOKIO）」（小野信太郎），1893年
（学科不明）卒業「MIDZOUNO, TAITCHI（TOKIO）」
であった14）。
3．リヨン高等商業・織物学校校友の職業
3.1　リヨン高等商業・織物学校「校友会」
1877年に「リヨン高等商業・織物学校校友会」
‘L’Association des Anciens Élèves de l’École Supé-
rieure de Commerce & de Tissage de Lyon’が設立
された。設立の趣旨は「仲間意識を保ち，また就職の
斡旋を容易にする」ことにあった15）。校友会は以下の
規約を設けている16）
「リヨン高等商業・織物学校校友会規約」
第 1 条　「リヨン高等商業・織物学校校友会」と称する協会を，この
規約に同意，または将来同意するリヨン高等商業・織物学校
の卒業生の間に設立する。
第 2 条　協会の所在地はマロニエ通り7番地に置く。
第 3 条　この協会は，学校の卒業生の間で，特に職探しを相互に助
け合うために，友好関係を確立し維持することを目的とする。
第 4 条　協会の会員となるためには，当学校に最低1年間通学してい
なければならない，また年5フランの会費を支払わなければ
ならない。会費はその年の期間中に払われなければならない。
第 5 条　各会員は100フランの会費を資本金として1回のみ支払うこ
とで，永久出資者の資格を得ることができる。
　　　　この資本は安全であると周知されている公的基金に投資さ
れるか，銀行に預金される。投資の全判断は協会の委員会に
委ねられ，後述の出資者総会に報告される。
第 6 条　全ての入会請求は総会を代表する委員会の会長に送られる。
後述の委員会はその請求の諾否を決める。
第 7 条　2年続けて会費を支払わなかった会員は，委員会が特に認め
ない限り，協会から脱会する。
第 8 条　2年目及び織物科の生徒は6月の初めから委員会に入会請求
を出すことができる。
第 9 条　校長は協会の名誉会長である。学校の理事会のメンバー
は，当然，名誉会員である。
第10条　委員会は以下の通りに構成される：
　1．出資者総会における出席会員の多数決で選ばれたメンバー。
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　2．陪席発言で（＝投票によらずに）選ばれた会長。
第11条　毎年選ばれる委員会のメンバーは：
　　　　会長1名，副会長2名，書記1名，書記補佐1名，会計1名，会
計補佐1名。
第12条　委員会のメンバーは3年間任命される。メンバーは再選され
る資格がある。
第13条　委員会は会長の召集によって開催される。決議は多数決に
よってなされる。同数票の場合には，会長が決定権を有する。
　　　　一人または複数のメンバーが死亡あるいは辞任した場合，
委員会は代理人を指名することが認められる。この任命は次
回の出資者総会での承認に従う。
　　　　一年間許可なく委員会に出席しなかったメンバーは辞任し
たものとみなされる。
第14条　委員会は資金の用途を決済し，会計を承認する。
第15条　委員会は，会議の一か月前に召集状を送り，毎年，出資者
総会を招集する。
　　　　この手紙は，会議の日程を明示するとともに，協会規定の
変更提案も明示しなければならない。
第16条　委員会は協会規定及び協会のメンバーの住所氏名を記した
リストを含む名簿と会報を発行する義務がある。
第17条　出資者総会は11月の第3日曜日に毎年開催される。
　　　　協会の正式会員は，事業報告や，改善案への投票，委員会
メンバーの一部の選挙のために召集される。
第18条　現行規定は出資者総会においてのみ変更され得る。この議
題への全ての提案は毎年10月1日までに委員会に伝えられな
ければならない。
第19条　委員会は提案された変更について審議し，出資者総会に報
告する。出資者総会は多数決で決議する。
第20条　協会は出資者総会における登録会員の4分の3以上の賛成に
よってのみ解散させ得る。この議題に対して，書面による投
票も認められる。
　　　　解散の場合における，総会の最後の投票は協会に属する資
金の使途の決定であるだろう。
第21条　政治的宗教的議論は協会の総会においては厳禁とする。
第22条　現行規定及び将来なされ得る変更は，当局の承認を受け，
法に適合するものである。
校友会は規約に同意した卒業生のヴォランタリーの
組織であった（第1条）。校友会の重要な設立目的は卒
業生の就職支援にあり，その相互扶助のための組織作
りであった（第3条）。会員の資格条件は，学校に1年
以上通学したこと，5フランの年会費を納めること，
期間中に会費を納めることの3点である（第4条）。2年
続けて会費を納めなかった者は脱会となった（第7
条）。なお，100フランの会費を納めると永久出資者
（＝永久維持会員）の資格を与えられた。こうして集
められた資金は協会委員会の運用に委ねられ，出資者
総会で報告された（第5条）。
名誉会員として学校長（名誉会長），学校理事を組
み込み，学校との連携を図った（第9条）。会の運営は
委員会に委ねられ，校友会名簿の管理と校友会報の刊
行は執行部の責務とされた（第11～16条）。
校友会は順調に会員数を増やした。会員の氏名・住
所・職業を記した校友会誌を発行することによって，
会員相互の親睦と連携を図り，上記の趣旨の実現に務
めた。また，パリ，サンテチエンヌ，アルザスにも校
友会支部を設け，当該地域内での校友たちの団結を
図った。
校友ばかりでなく，パリ，マルセイユ，ルーアン，
グルノーブル，ボルドー，モンペリエ，ヴェニス，
ジェノヴァ等の国内外の高等商業学校校友会とも連携
を図り，広範なネットワークを形成した。
その結果，校友会は1898年時点で会員数980名を擁
する組織となった。年度別校友会員数の推移は表3の
示すとおりである17）。会員は地元リヨンをはじめ，フ
ランス国内ばかりでなくヨーロッパ各地，さらにアメ
リカ，ロシア，日本，コーチシナ（ベトナム）の広き
にわたるものとなった。校友会のリヨン実業界におけ
るプレゼンスも高まり，リヨン財界の有力者はほとん
どリヨン高等商業・織物学校の出身者であるとまでい
われようになったのである18）。
3.2　「校友会名簿」からみた校友の職業
3.2.1　高等商業学校校友
では，リヨン高等商業・織物学校校友たちの就職の
実態はどのようなものであったのだろうか。
最初に商業学校校友について検討しよう。付表1
は，1881年1月に刊行された『リヨン高等商業・織物
学校校友会年報 第3年目 1881年』19）（以下，『校友会
誌』とする）掲載の校友会員名簿（個人消息的要素を
もつ）をまとめたものである。それによると，1873年
～1880年の8年間の卒業年次別会員数は1873年12名，
1874年22名，1875年46名，1876年38名，1877年25名，
1878年31名，1879年32名，1880名31名，合計237名で
あった。
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（1）業種別職業分布
校友237名のうち勤務先（業種）が記載されている
184名について業種別に分類してみてみよう。
〈A 金融業関係（銀行，証券，保険）〉（小計37名，20.1％）
（a）証券（8名）
　証券仲買人（8名：No.18, 25, 82, 98, 176, 185, 23, 22）。
（b）銀行（27名）
　銀行（23名：No.19, 44, 63, 74, 75, 78, 83, 88, 92, 96, 97, 113, 114, 
120, 155, 159, 168, 178, 179, 182, 195, 211, 233），銀行家（3名：
No.7,54,191），パリ・オランダ銀行（1名：No.87）。
（c）保険（2名）
　火災保険（1名：No.184），Aeille 保険会社（1名：No.95）。
〈B 繊維産業関係（絹製品製造業，製糸業，撚糸業，染色業，帽子・
ベール，レース，室内装飾品，絹商社，繊維製品代理商・同取次
商・同買入人・同卸売商・同小売商等）〉（小計81名，44.0 %）
（a）絹製品・各種織物・リボン・レース・ショールその他製造業
（38名）
　絹製品製造業（13名：No.13, 14, 32, 36, 39, 40, 42, 49, 53, 55, 118, 
173, 201），ウール織糸，薄絹布，山羊の毛，縁飾り等製造業者（1
名：No.93），リボン製造業者（1名：No.102），レースとチュール
織物製造業者（1名：No.145），紋織ショール・スカーフ製造業者
（1名：No.45），無地ビロード製造業者（1名：No.208），スカーフ
製造業者（2名：No.169, 214），新柄薄地製造業者（1名：No.84），
金箔飾紐・レース製造業者（1名：No.106），無地・紋織リボン製
造業者（1名：No.38），サテン製造業者（1名：No.50），伸縮性織
物製造業者（1名：No.28），梳毛織物製造（1名：No.165），綿の機
械織（1名：No.24），綿と絹の機械織（1名：No.20），毛綿交織
物・絹屑物（1名：No.128），屑絹・木綿製廉価アクセサリー（1
名：No.99），レースとチュール織（1名：No.8），羅紗製造販売業
（1名：No.131），レヴァント向け織物及びドレス用紋織物（1名：
No.125），無地と新柄の絹製品（1名：No.52），無地絹製品とサテ
ン織（1名：No.15），ロシア向け（ｶ）絹製品・毛織物・既製服製
造（1名：No .122），絹・絹屑物・廉価アクセサリー（1名：
No.31），チュール織・レース・壁飾り（1名：No.156）。
（b）製糸・撚糸業（9名）
　製糸業者（2名：No.41, 119），製糸・撚糸業（1名：No.121），製
糸・撚糸業，機械織（1名：No.17），製糸業・絹製品取次商（1
名：No.2），撚糸業者（3名：No.21, 56, 57），織糸（1名：No.71）。
（c）染色業（2名）
　染色業者（2名：No.70, 224）。
（d）繊維関係流通業（32名）
　絹商社（12名：No.16, 27, 33, 76, 86, 108, 129, 139, 140, 141, 142, 
146），絹製品取次商（5名：No.80, 105, 111, 217, 237），羊毛取次商
（1名：No.175），取次業務（2名：No.81,104），
　取次商（3名：No .163, 190, 215,），絹・屑絹・繭の取次業務（1
名：No.11），取次商・小麦・搾りかす・袋用生地委託販売業（1
名：No.4），絹引取商・絹貿易商（1名：No.181），羊毛（原毛）と
梳毛の委託買入（1名：No.10），織物卸商（1名：No.124），裏地卸
売業（1名：No.6），絹製品・毛皮商（1名：No.59），ルーアン織卸
売商（1名：No.149），チュール織・刺繍卸商，糸レースと室内装
飾（1名：No.91）。
〈C 食品産業関係（醸造業・穀物関係・ワイン・食品販売等）〉（小計
13名，7.1 %）
（a）穀物・食料品（6名）
　食料品（2名：No.51, 109），穀物（1名：No.73），麺類（マカロニ
等）・堅粉製造所（1名 No.112），植民地食料品（2名：No.51, 109）。
（b）酒類（7名）
　ビール醸造・ビール工場（1名：No.5），ビール醸造業者（2名：
No.77, 154），ビール倉庫業者（1名：No.172），マディラワイン・
マラガワインの輸出（1名：No.115），ブドウ酒の卸売商（1名：
同期年次 商業学校 織物学校 合計
1873 9 － 9
1874 20 － 20
1875 38 － 38
1876 35 － 35
1877 18 14 32
1878 23 5 28
1879 21 10 31
1880 21 4 25
1881 21 4 25
1882 19 6 25
1883 20 4 24
1884 10 5 15
1885 20 4 24
1886 17 12 29
1887 17 11 28
1888 14 9 23
1889 24 16 40
1890 22 11 33
1891 43 13 56
1892 49 13 62
1893 44 11 55
1894 61 9 70
1895 53 9 62
1896 67 8 75
1897 54 7 61
1898 41 14 55
合計 781 199 980
（『リヨン高等商業・織物学校同窓会21番年報』1899年）。
表3　リヨン高等商業・織物学校校友会員数の推移
（1873～1898年）
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No.170），蒸気機関による蒸留酒製造業者（1名：No.60）。
〈D 金属・鉄鋼・化学・製紙・時計製造業〉（小計21名，11.4％）
（a）金属・鉄鋼（11名）
　製鉄業経営者（2名：N0.35, 103），溶鉱所経営者（1名：No.130），
金属（1名：No.203），粗金属及び加工金属（2名：No.164, 167），
鉄商社（5名：No.46, 100, 107, 147, 197）。
（b）化学（9名）
　化学製品製造業（2名：No.110,231），ショニー・シレー社化学製
品部門（1名：No.58），化学製品，アニリン染料と染料（1名：
No .12），ヴァランティン・セメント株式会社支配人（1名：
No.1），ガラス製品卸売業（1名：No.65），製紙業（1名：No.61），
紙商社（2名：No.136,138）。
（c）時計（1名）
　時計製造業者（1名：No.3）
〈E 建設・家具〉（小計4名，2.2％）
　家具・室内装飾（2名：No.47, 48），建物骨組・鉄橋建造業者（1
名：No.177），暖房器具・工場建造業経営者（請負業者）（1名：
No.68）。
〈F 小売・卸商（繊維以外の流通業）〉（6名・3.3％）
　日用雑貨商（3名：No.30, 166, 236），小間物商（1名：No,116），小
間物卸売商（1名：No.188），商業代理人（1名：No.162）。
〈G その他〉（22名・12.0％）
（a）公務員・公的職務（4名）
　アルジェリア地区市民局職員（1名：No.67），スペイン綿布産業局
事務員（雇員）（1名：No.206），執達吏（1名：No.26），公証人（1
名：No.64）。
（b）教育（5名）
　モンジェ学校（パリ）教授（1名：No.101），パリ高等商業学校教
授（1名：No.37），パリ高等商業学校・シャルルマーニュ高等学校
教授（1名：No.90），法律学学生（1名：No.66），織物学校進学（1
名：No.228）。
（c）兵役（8名）
　今年度（1880）志願兵（8名：No.207, 212, 216, 219, 220, 221, 229, 
232）。
（d）その他（5名）
　地主（1名：No.69），船主（1名：No.171），石炭とコークス・軍隊
用暖房請負（2名：No.151,157），軍隊納入業者（1名：No.117）。
多岐にわたる高等商業学校校友の職業分布状況全体
を概観すると，繊維産業関連業種への就職者が44％を
占めていてもっとも多く，地域産業界ニーズにそう結
果となっている。次いで多いのが金融業で2割を占め
る。この分野は商業学校卒業者が希望する主たる職業
分野である。
また1980年の時点ではそれほど大きな割合ではない
が，1割強の校友が金属・製鉄，化学などの重化学工
業部門に勤めている。20世紀になるとフランス経済の
重化学工業化が進展し，繊維産業のウエイトの低下と
重化学工部門の高まりがこの地域でもいっそう進んで
いくことになる。1880年の時点ではまだこの分野の割
合は小さいが，表2で示したようにこの分野のニーズ
の高まりをうけて学校は1892年に新たに「化学製品商
業コース」を設置する。ここでの数値はそれを予測さ
せるものといえよう。
このほか穀物，酒類などの食品関係が1割を占めて
いた。リヨンの都市化とリヨンが周辺地域の集散地機
能を果たしていることを示している。その他として
は，他の高等商業学校の教師となった者が3名いる。
教育水準の高さを示していよう。
以下，個別分野ごとにもう少し詳しくみていくこと
とする。
ア金融業
金融業は，リヨン高等商業学校生徒にとっては主要
な就職先であった。2割の校友が銀行，証券，保険業
に身を投じている。19世紀前半にフランス資本主義の
発展が本格化し，ナポレオンの信用民主化政策とあい
まって株式会社制度が発達した。この結果，一般企業
における産業証券発行が増大した。1850年代の好況期
を背景に，1852年にはクレディ・モビリエ（1867年破
綻），1859年クレディ・アンデュストリエル・エ・コ
メルシャル，1863年クレディ・リヨネ，1864年ソシエ
テ・ジェネラルが次々と設立された。これらの銀行は
設立当初，投資銀行業務も行い，証券市場に大規模に
参入した。証券市場の整備と活発化は証券業の発達を
促した。証券仲買業8名という数字はそうした事情を
反映していよう。
銀行就職者23名のうち，8名がクレディ・リヨネ，1
名がソシエテ・ジェネラル，4名がユニオン・ジェネ
ラルであった。これら3行は有力銀行で，商業学校卒
業者にとってこれらの有力銀行は良い就職先であった
といえよう。ただ，1878年創立のユニオン・ジェネラ
ル（本店パリ）はリヨン繊維工業とも密接な関係を
もっていたが，1882年1月に発生したリヨン・ロワイ
アル銀行の支払い停止に連鎖して，同年2月2日に破産
した。大銀行の倒産は証券業界にも衝撃を与えた。こ
160
れらの有力銀行に就職した者，証券仲買人の店に勤め
た者たちは，有数の大銀行が破産するとは夢にも思っ
ていなかったであろう20）。
イ繊維産業
繊維産業はリヨン地域経済の基軸産業であり，この
学校設立の趣旨からいっても44％の就職者がいるのは
当然のことである。
繊維産業のなかでもっとも多い業種は，（a）～（c）
に分類されている生産部門である。その中心となって
いるのが fabricants de soieries である。いわゆる織元
といわれる者である。彼らの製造品目は絹織物ばかり
でなく多岐にわたっているので，ここでは「絹製品製
造業者」と訳出しておいた。この他各種織物生地ばか
りでなく，リボン，スカーフ，レース，金銀飾り紐な
ど専門化された製造業者の存在は，リヨンが製品ごと
細分化され，分業化された総合的な繊維産地であるこ
とを示している。
fabricants de soieries の実態はどのようなもので
あっただろうか。例えば，No.50の勤務する Maison 
GINDRE ET Cie は1820年に創業した織物業者で，リ
ヨンで最初の織物製造で工場生産を始めた会社であ
る。この会社はサテン生産を専門としていた。また
No.118の勤務する Maison DURAND FRÈRES はイー
ゼル県 Vizille とローヌ県 Condrieu に工場をもちそこ
では1,500人の労働者が働いている。あるいは No.42の
勤務先である Maison J.-B MARTIN は1830年代にビ
ロードとプラシ天（ビロードの一種。毛脚が長く木綿
地に絹またはウールを添毛した織物）製造をはじめ
た。ローヌ県タラールの工場には1855年に1,500人の
労働者が雇用されていた。1873年にはその数は3,500
人に膨らんだ21）。
もう少し実態に迫るために絹製品製造業者のビジネ
スの概略を表示したのが付表2である。これは1919年
の同業組合雑誌“LA SOIERIE DE LYON”の業者広
告をまとめたものである22）。第一次大戦後のリヨン織
物工業は，工場化と機械化がよりいっそう進展してい
た。そこでは，金襴や紋織などの高度な技術を要する
高級品に専門化した業者がいる一方で，リヨン市内に
本拠を置きつつリヨン郊外に大規模な工場をもち，拡
大した生産力をベースにパリ・ロンドン・ニューヨー
クに営業所を構えて，世界市場での販売活動を手広く
行う業者がいたことを示している。世界市場で活躍で
きる社員の必要度がますます高まっていったと考えら
れる。表2の「絹製品商業コース」の新設はそうした
ニーズを受けてのものであったといえよう。
繊維関連の流通業への就職者も多くいた。もっとも
多いのが marchand de soie（ここでは絹商社と訳し
ておく）であった。リヨン市場における絹取引を牛耳
る絹商社は，絹製品製造業者が求めるあらゆる種類の
原料糸を供給する商人であった。国内ばかりでなく海
外からも生糸を輸入してリヨン産地の絹織業者に販売
するのが彼らの基本的なビジネスであったが，とくに
微粒子病による絹飢饉が起こって以来，自ら製糸製造
部門に乗り出して製糸工場や撚糸工場を設立したり，
他国産の安価な絹輸入を行ったりする者もいた。
絹商社に勤務する校友のなかで注目されるのが商業
学校卒の No.33，No.76と織物学校卒の No.15（付表3）
である。これらは TESTENOIRE 家の一族である。彼
らの父親 Ph.TESTENOIRE は「リヨン絹商人組合」
〈union des marchands de soie de Lyon〉の初代会長
となった人物で，リヨン絹業界の大物であった。彼は
リヨン高等商業・織物学校の設立発起人代表を務めて
初代理事長に就任した。そうした関係もあって自分の
子弟を入学させたものと思われる。3人のなかで
No.33の Etienne TESTENOIRE は，父親の経営する絹
商社 Maison PALLUAT ET TESTENOIRE の後を継
ぎ，製糸工場や撚糸工場を創造性と改良でもってさら
に発展させた23）。彼は会社経営だけでなく，業界の同
業組合活動にも力を注ぎ，父同様に絹商人組合の会長
も務めるなど，リヨン繊維業界をリードした。
Etienne は校友会設立の際には，初代会長の Pierre 
PAGNON（No.27）とともに尽力し，PAGNON の後
を継いで校友会長となった。さらに彼は1923-34年に
学校理事長も務めたのである24）。
もう一つは，校友会長の No.27の P. PAGNON 他4
名（No.129, 146, 213, 218）が勤める Maison ARLÈS-
DUFOUR 社である。アルレス・デュフール社はリヨ
ン絹商社のリーダー的存在で，そのビジネスは生産過
程にまで及んでいて，ドローム県に撚糸工場1ヵ所，
16119世紀末リヨン高等商業・織物学校「校友会名簿」にみる校友の職業
ガール県に製糸工場を有している25）。他方，同社の生
糸の仕入活動は，横浜の外国商館を介して日本にも及
んでいたのである。石井寛治氏によると，横浜居留地
「英一番館（ジャーディン・マセソン商会横浜支店）」
は幕末以来1885年までのフランス向け生糸のほとんど
をアルレス・デュフール社に送荷していたとのことで
ある26）。
ウ製鉄・金属
重化学工業の進展がみられるなか，製鉄・金属関係
に就職する者が多かった。製鉄業経営者（2名：
N0.35, 103），溶鉱所経営者（1名：No.130），金属（1
名：No .203），粗金属及び加工金属（2名：No .164, 
167），鉄商社（5名：No.46, 100, 107, 147, 197）と11
名を数える。
リヨンやサンテチエンヌをとりまくフランス中部高
地地帯は石炭産出地域であった。ロワール，アルデ
シュ，ガール，ローヌ，イーゼル各県は石炭の豊富な
ことから第二帝政期（1852-70年）までフランス最大
の製鉄＝冶金業地帯でもあった27）。国内有数のロワー
ル炭田と関連して製鉄も行われたが，むしろ精錬，製
鋼，機械を得意とする一大冶金工業の中心地に発展し
た。これらを背景に，リヨンは鉄製品の流通センター
としての役割も果たしていた。
製鉄業就職者3名のうち No.35の勤務先 Maison LU-
CIEN ARBEL は著名な製鉄企業である。同社は1869
年にロワール県リヴ＝ド＝シエで製鉄業を開業した
が，その後鉄道のレールや機関車の車輪・車軸まで製
造するようになり，1914年には1,150人を雇用する大
企業となった28）。創業者 Lusien Arbel は1892年に亡く
なるが，Antoine はその子息か同族の者であろう。卒
業後自社にもどって経営の一翼を担ったものと想定さ
れる。
セメント，ガラス，製紙業も化学工業に含めるなら
ば，校友就職者は9名となり，製鉄・金属に次いで多
い。化学工業はまだまだ揺籃期であるが，1855年には
木材パルプ製紙法が発明・完成され，1850年代末には
ガラス工業で蓄熱炉式窯が，また1859年以降では半自
動式瓶製造機が導入されて，新しい工業分野となりつ
つあった。
繊維産業との関連でいえば，化学染料の発明が重要
である。1856年にイギリスのパーキンが偶然アニリン
染料の合成に成功し，59年にナタソンとヴェルガン
（フランス）がアニリン赤＝マジェンダを完成した。
1869年にはパーキンとドイツのグレーべ・リーバーマ
ンの手でアリザリン染料が製造された。こうして新た
に発明された化学染料も実際の染色に用いられるため
には，媒染剤の技術革新が必要であった。それらを踏
まえて製品化するための製造設備が整えられて初めて
工業化されることになるのである。イギリスは合成染
料の発明・製造で先鞭をつけたが，合成染料に媒染剤
を加え，布地に新しい堅固な色合いを施すという点で
は「フランスのなした貢献は決定的に重要であっ
た」。絹がアニリン染料をよく吸収することもあっ
て，絹織物工業の本拠地リヨンは化学染料工業の中心
地の一つとなったのである。しかし，化学染料工業に
おけるフランスの優位性も世紀の交にはドイツの独占
を許すまでになってしまうのである29）。
エその他
学校卒業生のなかから他の高等商業学校の教員3名
を生みだしていることは注目される。モンジェ学校
（パリ）教授（No .101），パリ高等商業学校教授
（No.37），パリ高等商業学校・シャルルマーニュ高等
学校教授（No.90）がどのような経緯を経てこれらの
学校の教員になったかは興味深いところであるが，フ
ランス国内におけるリヨン商業学校における実業教育
の一つの成果であったといえよう。
（2）勤務地
以上，校友たちの職業分布状況をみてきたが，次に
勤務地別分布をみてみよう。勤務地不明の2名を除い
た235名のうちもっとも多かったのがリヨン市内
（Lyon および Lyon-Vaise）で137名（57.8％）と過半
を占めた。リヨン以外のフランス国内居住者は71名
（ 30.0％）であった。そのうち都市部の者が 20名
（8.4％）で，その内訳はボルドー1名，マルセイユ6
名，パリ10名，サンテチエンヌ3名であった。郡部の
者は51名（21.5％）で，アン県2名，アルプ＝マル
ティム県3名，アルザス3名，アルザス＝ロレーヌ1
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名，アルデシュ県9名，ドローム県4名，ガール県3
名，オート＝ソーヌ県2名，イーゼル県5名，ロワール
県7名，ロワール＝アンフェリウル県1名，ローヌ県6
名，セーヌ＝アンフェリウル1名，ヴォージュ県1名。
モンテリマール（Montérimart）1名，モンプレジー
ル（Montpaisir）2名であった。リヨンを取り囲んで
絹織物工業地帯 30）を構成しているローヌ・イーゼ
ル・ロワール・アン・アルデシュ各県で33名を数え，
65％を占めている。
また，外国勤務者は27名（11.4％）で，その内訳は
アルゼンチン1名，アルジェリア1名，ドイツ1名，イ
ギリス2名，クリミア1名，スペイン6名，イタリア8
名，日本1名，ロシア1名，スイス4名，アジア・トル
コ1名であった。前節でみたリヨン繊維製品の関係の
深い国へと勤務地が広がっている。
3.2.2　織物学校校友
織物学校校友について検討しよう。付表3は1899年
の『校友会誌』31）から作成したものである。校友206
名について，1877年から1898年までの卒業年次別校友
会員数，業種別職業分布，勤務地別人数をみてみよう。
まず年次別校友数は以下のとおりである。1877年15
名，1878年7名，1879年10名，1880年4名，1881年5
名，1882年7名，1883年4名，1884年5名，1885年4名，
1886年13名，1887年10名，1888年13名，1889年16名，
1890年10名，1891年13名，1892年13名，1893年12名，
1894年9名，1895年9名，1896年8名，1897年7名，1898
年12名で，1年平均校友数は9名であった。
（1）業種別職業分布
ここで対象とする織物学校校友は，1877年から1898
年までの22年間の校友会員206名である。この206名の
うち勤務先を掲載しているのは79名（38.3％）であっ
た。以下ではこの79名について職業分布状況をみてい
くことにする。
〈A 繊維産業関係〉（70名・88.6％）
（a）絹製品・各種織物製造業（56名）
　絹製品製造業者 fabricants de soieries（17名：No.1, 13, 14, 25, 26, 
39, 52, 59, 64, 68, 80, 87, 114, 117, 132, 155, 176），絹製品関係業者
soieries（19名：No.31, 42, 50, 60, 62, 63, 74, 90, 91, 92, 96, 98, 100, 
106, 115, 133, 142, 152, 167），絹紋織物製造業者（1名：No.38），
傘地用絹織物製造業者（1名：No.12），リボン製造業者（4名：
No.2, 3, 6, 48），クレープ製造業者（1名：No.37），サテン・スカー
フ製造業者（1名：No.33），綿布製造業者（1名：No.116），絹製品
製造業 manufacturer de soiries（2名：No.47, 77），刺繍・レース
製造業者（1名：No.122），テーブル用リネン（1名：No.30），製織
（3名：No.162, 191, 121），毛織物機械製織（1名：No.69），綿織物
機械製織（1名：No .8），製織部長（1名：No .93），BRÉMOND 
FILS 工場長（1名：No.83）。
（b）繊維加工業（5名）
　染色業者（3名：No.70, 75, 127），糸繰業（1名：No.4），見本デザ
イナー（1名：No.173）。
（c）繊維流通業（9名）
　絹商社 marchand de soie（1名：No.101），絹糸関係業者 soies（2
名：No.15, 71），（ファッション関係）新製品屋（1名：No.40），取
次業務（2名：No.28, 76），英米向輸出取次業務（1名：No.81），取
次商（1名：No.120），取次代理商（1名：No.24）。
〈B 金融業〉（4名・5.1％）
　銀行（1名：No.56），銀行家（1名：No.58），証券仲買人（1名：
No.32），保険業（1名：No.44）。
〈その他〉（5名・6.3％）
　ジャーナリスト（1名：No.22），医師（1名：No.109），出版・編集
者（1名：No.110），装身具・宝石・金銀加工業（1名：No.61），卸
売商（1名：No.186）。
まず指摘できることは，織物学校であるから当然の
こととはいえ，79名中70名と9割近くが繊維関連業種
に勤務する者であった。
繊維関連業種のなかでも織物製造や各種加工等の織
物生産過程に携わる者が圧倒的に多い。表中の soier-
ies を fabricants de soieries と同業の者として捉える
と，両者で36名となり全体の半分近くを占めている。
他方，流通過程に関わる者が23名（32.4％）いる。
このうち，No.15は上述した TESTENOIRE 家の一員
であり，有力絹商社 Maison PALLUAT ET TEST-
ENOIRE に勤務している。おそらくその傘下の工場
の技術担当者としての役割を果たしたものと思われる。
ところで，206名の会員のうち名簿に就職先の記載
のない者が6割強もいる。これらの者の職業について
は明らかにできないが，おそらくその多くは繊維関連
業種に就業していたものと考えられる。そしてその大
半は零細な織物自営業者の子弟で，親の家業を継いで
いた可能性が大きい。こうした繊維業界の後継者教育
16319世紀末リヨン高等商業・織物学校「校友会名簿」にみる校友の職業
も学校の重要なテーマであった。この多数の校友こそ
がリヨン繊維産業の裾野を形成する者たちであったの
ではなかろうか。
これと関連して付言すると，高等商業学校と比較し
て織物学校の校友で目をひくことは，名簿で décédé 
en ＊＊＊と記された死亡者が11名にのぼったことであ
る。狭い家屋に手織機数台をおいて，職場環境の悪い
なかで家族とともに14，15時間の長時間労働を強いら
れていた当時のリヨン織物業者の存在状況から推測す
ると，これらの者の若死には織物生産現場での苛酷な
労働に一因があったように思われる。
（2）勤務地
不記載の18名を除いた188名の織物学校校友の勤務
地分布をみると，やはりリヨン市内がもっとも多く83
名で全体の40.3 % を占めた。このうち15名が織物業者
の集積するリヨン・トロザンであった。
リヨン以外のフランス国内ではパリが6名（2.9 %）
で，あとは郡部が55名（26.7 %）である。その内訳
は，アルザス（この時点では大部分ドイツ領）14名，
ロワール県13名（うち自宅2名），イーゼル県11名，
ローヌ県4名，アン県2名，マルヌ県2名，ヴォージュ
県2名，カンタル県1名，オート・ロワール県1名，
オー・ラン県1名，メーヌ・エ・ロワール県1名，テリ
トワール・ド・ベルフォール県1名，ノール県1名，
セーヌ・アンフェリュール県1名である。
外国居住者は44名で全体の21.4 % にあたる。内訳
は，米国10名（うちニューヨーク6名，ニューヨーク
近郊のニュージャージ州2名），スイス8名（うち
チューリヒ5名），英国7名（うち絹リボン産地コヴェ
ントリ4名），ロシア6名（うちモスクワ5名），イタリ
ア2名，ドイツ2名，オランダ1名，ベルギー1名，スペ
イン1名，オーストリア1名，高地シレジア1名，シリ
ア1名，南アフリカ共和国1名，モロッコ1名，コーチ
シナ（ベトナム）1名であった。米国・英国・スイ
ス・ロシアの4国で7割を占めている。
すでに指摘したように，アメリカについては1870年代
以降，ニューヨーク近郊のニュージャージ州パターソ
ンを中心に機械制絹織物工業が急成長していった。ま
たスイスでもチューリヒを中心に絹工業が展開してい
た。各国の絹織物工業は，なるほどそれぞれの国の機
械化による安価な絹織物生産ではリヨンをも凌ぐ勢い
があったが，やはりリヨンのもつ伝統的な技術や，織
物ばかりでなく仕上工程の染色や各種加工部門のもつ
デザイン力ではまだまだ敵わなかった。各国の絹織物
産地からのリヨンへ留学生が多くやってきたのはそれ
らの習得が十分意味のあるものであったからであろう。
付表3から窺えるように，ロシアの No.26・No.39，
アメリカの No .157・No .158，イギリスの No .48・
No.149のように兄弟または同族で学校に入学し，出身
国に戻るケースもみられた。このなかの No .26・
N0.39の MARKAROFF のように，同族の経営する絹
製品製造会社に勤務し，やがては事業経営に携わるこ
ととなるのであろう。こうしたことは商業学校部門で
も同様にみられた。
3.2.3　織物学校校友20年間の職業の変動
前項では織物学校校友たちの就職状況について検討
してきた。ここでは，1880年と1898年の織物学校校友
の勤務先の業種を比較することによって，校友会員の
約20年間の職業の変化をみていくこととする。
付表4は，1881年1月に刊行された『校友会誌』（a）
と，1899年2月に刊行された『校友会誌』（b）から作
成したものである。両年度の名簿で名前が一致する47
名を選んで，その所属する会社名，業種等の比較検討
を行い，20年間に職業の変動がどのようなものであっ
たかをみていこう。
その対象となる校友は（a）の第1期生（1877年）18
名，第2期生（1878年）14名，第3期生（1879年）11
名，第4期生（1880年）4名，合計47名である。
フランス経済は産業革命が完成するのが一般的に
1860年代といわれている。しかし，1870年代半ばまで
好調であったフランス経済も1870年代中頃から1890年
代中頃まで，幾度かの恐慌を含む長い不況期を経験す
る。そうしたなか，リヨン繊維産業が大きく依存して
いた絹製品の輸出市場は，松原建彦氏によると1867-
71年の輸出総額458.2百万フランから1872-76年の400.9
百万フラン，1877-81年243.8百万フラン，1882-86年
258.2百万フラン，1887-91年249.0百万フラン，1892-96
年250.2百万フランと半ば近くまで減少し，リヨン繊
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維産業の基盤であった海外市場でのビジネスは長い低
迷状況が続いた32）。
この長期の不況期を反映して，織物学校への入学者
は表2でみたように減少し，それと連動して校友会会
員数も表3のように減っていった。この変動期に織物学
校の校友会員の職業はどのように変化したであろうか。
まず，指摘できることは，（a）の刊行時点で会員
だった者で，（b）の時点にはその名前が掲載されて
いない者が17名（36.2 %）にのぼったことである（付
表4の備考欄に＊をつけた者）。年度別人数は1877年4
名，1878年11名，1879年1名，1880年1名であるが，
1878年にはじつに14名中11名が校友会名簿からその名
前が消えているのである。
名簿に名前がないということは，校友会の活動に意
義を見出すことができず自主的に脱会したという場合
もあるかもしれない。しかし，これまでみたように，
リヨン高等商業・織物学校校友たちの結束の強さを考
えると，そのような者は僅かであったのではなかろう
か。大半はこの長期にわたる不況期に職をなくし，規
定にもとづく僅かな会費さえ納めることができず，結
果として脱会した者であったと考えられる。
では，校友会員名簿から名前が消えた17名の校友た
ちはどのような業種の従事者であったか。その内訳は
以下のとおりである。
ア（a）に会社または職業の記載がなく，（b）にも
ない者：7名（No.11, 20, 22, 26, 27, 33, 46）。
イ（a）に会社・職業等の記載があるが，（b）では
不記載＝脱会の者：10名（No.1, 13, 16, 19, 23, 24, 
25, 28, 29, 31）。
イ（a）の10名の業種は以下のとおりであった。
　絹製品製造業：4名（No.13, 19, 24, 25），スカー
フ製造業：1名（No.1），織物・マフラー・傘地製
造業：1名（No.16），サテン・流行性新柄向布地
製造業：1名（No.23），カーペット製造業：1名
（No.28），製糸・綿織業：1名（No.31）。
つまり，イの10名の校友は，絹製品製造業が9名，
製糸業染色業が1名であったが，不況にあえぐリヨン
繊維業界で彼らの勤務先の会社が経営的に立ち行かな
くなってしまったり，家業を継続できなくなったりし
たことで，自分の職場を失い，新たな仕事先もないま
ま，校友会からも脱退していった可能性が大きい。
次に，この17名を除いた30名，つまり20年後も校友
会員であり続けた30名についてその変化をみてみよ
う。次のように分類できる。
ア20年前と同じ会社，業種を継続している者：2名
（No.2, 3）。
イ（a）で記載されていた会社あるいは業種が変動
した者：4名（No.4, 5, 9, 41）。
ウ（a）では会社勤めあるいは記載のなかった者
が，（b）では自分の会社を設立したか，自分と
同族の会社勤めをしている者：9名（No.7, 14, 15, 
17, 18, 35, 36, 37, 47）。
エ（a）で記載のなかった者が，（b）で会社勤めを
している者：3名（No.42, 43, 44）。
オ（a）で記載のなかった者が，（b）では起業した
か，職種を変えた者：2名（No.32, 39）。
カ（a）で記載があった者が，（b）では記載がなく
なっている者：7名（No.8, 10, 12, 21, 34, 38, 45）。
キ（a）でも（b）でも記載がなく，住所変動のみ
記載されている者：3名（No.6, 30, 40）。
以上より次のことが指摘できるだろう。
まず，この間まったく変動のない者は2名にとど
まったことである。この期の変動の激しさを暗示して
いる。
次にこの間に変動した者たちの内容をみてみると，
大きく2つに分けられる。一つは，イ～オのように20
年を経て何らかの職業に就いている者である。もう一
つは，カのように記載がなくなっている者である。
前者のなかで大きなウエイトを占めたのがウであっ
た。この者たちと，イの転職組，エの新規入職組を含
めると，これらの16名は長期の不況を乗り切って1890
年代半ば以降の活況による新たな展開の波にうまく乗
れた者たちであった。
他方で会社や業種の記載のない者，さらには脱会す
る者たちは，勤務する会社が廃業したか，あるいは自
営業者は経営を維持できなくなったかの理由で校友会
名簿から姿を消した者であった。それらの数は27名
（57.4％）と過半に達した。リヨン繊維産業は長い不
況期をへて，世界市場での相対的な地位を低下させ
る。そのなかで工場化・機械化が著しく進展し，リヨ
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ン産地は構造転換を迫られていた。付表4に登場した
47名の20年間の変動は，この時期のリヨン繊維産業の
構造転換の激しさを示すものであったといえよう。
4．おわりに
以上本稿では，はじめにヨーロッパ有数の絹織物産
地リヨンの実業教育機関として設立されたリヨン高等
商業・織物学校についてその概略を述べ，続いて「校
友会」にふれたあと，19世紀末の『校友会誌』に掲載
された会員名簿を手がかりに，校友たちの職業分析を
試みた。
まず，高等商業学校については1881年の校友会員名
簿によって校友の職業および勤務地の広がりを検討し
た。そこで得られた分布結果は，学校設立のニーズに
そうもので，半分近くの校友が繊維関係業種に就職し
ており，また金融関係就業者も2割に達していた。し
かし他方で，重化学工業関係の職業に就く者が1割を
占めるようになっていて，表2における1890年代初頭
の「化学製品商業コース」の設置を予測させるもので
あった。重化学工業化の進展とそれによって生じたリ
ヨン地域における産業構造の転換に，学校は新コース
の設置で対応しようとしたのであろう。
他方，1899年の資料にもとづく織物学校校友の職業
分析では，ほとんどの卒業生が繊維産業関連分野に就
職していたことが明らかとなった。まさに学校設立の
趣旨が体現されていたといえよう。けれども，表2に
よってその生徒数の推移をみると，繊維産業の好不況
に応じて20人前後の生徒数の増減を繰り返すだけで，
高等商業学校のような発展はみられなかった。それは
織物学校の教育内容が，従来のカリキュラムをベース
に機械化の進展に応じた部分的な改正にとどまってい
たことと関連しているように思われる。20世紀に入っ
てリヨン繊維産業が工場制度と機械化を備えた大規模
生産体制に移行していくなかで，リヨン織物学校がそ
の繊維産業の構造転換に対応できるカリキュラムの本
格的な改正を行わなかったため，産業界のニーズに応
えられないまま，生徒数の停滞を招いていたのではな
かろうか。付表2は20世紀に入っての fabricants de 
soieries のビジネスの一端を示している。そこでみら
れるように株式会社化が進み，機械制工場制度による
生産規模が拡大し，さらにそのビジネスが世界市場へ
と広がりをもった彼らの会社経営のニーズに学校が応
えきれていなかった可能性が大きい。しかし，こうし
たことの実態についてのさらなる分析は，今回の限ら
れた資料による分析では不可能である。後考に委ねる
こととする。
とはいえ，本稿で検討した地域経済と実業教育機関
と卒業生の職業との関連分析は，織物産地リヨンに限
らず，どの国，どの地域においても本質的に通ずるも
のであって，筆者に残された課題は，今回の研究で得
られた方法的知見をもとに，本来の研究対象地である
両毛機業地における実業教育機関とその卒業生の職業
についての個別分析を行うことである。それを今後の
課題としたい。
［付記］本稿作成にあたって，本学経済学部齊藤佳
史氏から多くのご教示を得た。記して謝意を表す。
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16） リ ヨ ン 商 工 会 議 所 所 蔵 ：“ A N N U A I R E  D E 
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たビジネスマンとしての功績が認められて，第5等レジョ
ン・ドヌール勲章を授与されたのである。ちなみに，彼は
1877年～1891年まで初代校友会長を務め，さらに学校への大
きな貢献によって，1904年～1923年には学校理事長に就任し
た（川村晃正前掲稿，34頁，注45）参照のこと）。
19）リヨン市立図書館所蔵：“ANNUARE DE L’ASSOCIATION 
DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ÉCOLE SUPÉRIEURE DE 
COMMERCE & DE TISSAGE DE LYON, Janvier, 1881”。
20）フランス金融業については，佐藤朋子「フランスにおける
企業金融―19世紀後半から第一次大戦まで―」（『（北海道大
学）経済学研究』第22巻第1号，1872年5月）に負っている。
21）“Silk Manufacturers in Lyon”
（http://belovedlinens.net/fabrics/Lyon-manufacturers.html）
22）“LA SOIERIE DE LYON REVUE TECHNIQUE DES 
INDUSTRIES DE LA SOIE”（EDITÉ PAR LE SYNDICAT 
DES FABRICANTS DE SOIERIES DE LYON）（http://
gallica.bnf.fr/ark:/12148/cb328705821/data）
　代表的な絹製品製造業者をいくつか例示しておこう。
① No.13 Alexandre GIRAUD は，資本金3百万フランの株式会
社（Société Anonyme）である。もとは1810年創業の Maison 
Alexandre Giraud & Cie で，120年の歴史をもっている。営業
内容は，織物は黒と色物の無地や新柄あらゆる種類の crépes 
de chine クレープデシン・モスリンの製造で，またあらゆる
ジャンルの雨傘やパラソル生地の染色を行っている。傘下に
4工場（イーゼル県2ヵ所，ロワール県2ヵ所）を擁し，主要
市場であるロンドン，ニューヨークに販売店を置いている。
同社は1870年代後半から1880年代中頃までの不況期を工場
化，機械化を推し進めることによって乗り切り，大規模工場
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へと成長した典型であったといえよう。
② No.43の V. MATHEU & Cie は，新無地絹製品・絹綿ビロー
ドの機械制製織工場である。その製品は，輸出向け無地・紋
織物，コルセット・帽子用無地・紋織物，絹裏地・綿織物・
帽子用サテン，モアーレ（織物に波状あるいは木目模様をつ
けた織物）・ペティコート用織物，ケース・コルセット用絹
綿ビロード（プラシ天織物）である。本社・工場はリヨン郊
外のローヌ県ビルールバンヌである。このほか工場がロワー
ル県リヴ・ド・ジエにある。掲載広告には4階建ての大きな
工場（ビルールバンヌ）と3階建ての工場（リヴ・ド・ジ
エ .）の描画が載せてある。またリヨン，パリ，ロンドン，
ボンベイに販売事務所を設けている。
③ No.9 の Chatillon・Mouly・Roussel & Cie は，無地，モスリ
ン，プリント，ビロードなど絹織物の製造・販売を行ってい
る。リヨン・トロザン広場を本拠に，パリ，ロンドン，ミラ
ノ，ニースに販売店を置いて，海外へ広範なネットワークを
形成してビジネスを行っている。とくに興味深いのは，これ
らの販売店では「オートクチュール（高級婦人服仕立）」も
扱っていて，婦人服のイメージを Maille Roumaine, Rêve de 
Nice, Crêpe de Mebthe のキャッチフレーズで表現していて
いる。この会社のあり方は，当時のリヨンでは最先端をいく
ビジネスのあり方であったといえよう。
④ No.31 MAISON L. ROBERT は刺繍の賃加工業者である。営
業所を1913年にベルギーのゲント，1914年にリヨン，1915年
にモロッコのカサブランカに開設した。受注内容は，流行品
を提供して「あなたの布を飾るために私たちの刺繍を使って
ください」とうたっている。博覧会の記念章，世界の貨幣
（紋章ｶ）も手掛けている。
⑤ No. 38 C.DUTEL & Cie は，1805年に創業した老舗で，金箔
製造 fabrique  de  dor ures と教会装飾品製造 fabrique 
d’Ornements d’Église を行っている。リヨンに店を2ヵ所持
ち，織糸，縁飾り，飾り紐，織屋・刺繍業者向け金銀のレー
ス飾り紐・レース，軍装品，室内装飾品（椅子・カーテ
ン），ファッション品を扱っている。織糸は織物・新製品・
刺繍・レース用の硬軟両様の糸を得意としている。この会社
が100年以上存続したのは，この会社が教会装飾品といった
特殊需要の製品を生産する専門的なメーカーであったからで
あろう。また技能的に優れた技の継承がなされたからであろ
う。これは日本の西陣でもいえることで，寺社関係の特殊需
要をつかんでいる織屋が生産技術を親子何代かにわたって継
承し，昔ながらの生産方法で生き延びている。
⑥ No.52の CORRON & BUNAND は染織業者である。営業内
容は染色と仕上（糊付），海軍絹の請負染色，金箔とメリヤ
スの製品への堅牢仕上の染色である。なお，1880年にリヨン
高等商業学校を卒業した付表1の Charles JACOB（No.224）
はここに勤務している。
23）Maison PALLUAT ET TESTENOIRE（パリュア＝テート
ノワール社）は，1840年以降，アルデシュ県に2ヵ所，ド
ローム県に1ヵ所製糸・撚糸工場を設立し，さらに国内での
生産活動に加えて，トルコ，レバノン，クリミア，ベンガル
など，海外で機械制製糸工場を設けるなど世界的規模でのビ
ジネスを展開した。その経営規模は，1862年の労働者1,200
人・資本金400万フランから，1885年には3,500人・2,500万フ
ランへと急成長を遂げた（松原建彦前掲書，258-59頁，277
頁）。なお，marchand de soie については同書275-76頁を参
照のこと。
24）Etienne TESTENOIRE の履歴と学校への功績については 
”Bulletin de l’Association des Anciens Elèves de l’École de 
Commerce et de Tissage de Lyon”, No.240, janvier 1934, 
PP3～9参照のこと（http//clio .ish-lyon .cnrs .fr/patrons/
AC000007987/AC000007987Doc1172.pdf）。なお，リヨン高等
商業学校の教育の成果ともいえる初代校友会長ピエール・パ
ノンについては，川村晃正前掲稿の15-16頁と34頁の注46）
を参照のこと。
25）Maison ARLÈS-DUFOUR 社いついては松原建彦前掲書，
267頁を参照のこと。Arles Dufour の軌跡をたどると，16歳
でショール工場の織工から身を起こした彼はまさに立志伝中
の商人であった。ドイツのライプツィヒで Dufour 家の娘と
結婚することで商人となる機会をつかみ，その後，ARLÈS 
DUFOUR 社を設立して，リヨンきっての絹商社となった。
商人としての成功を基盤に，鉄道業，銀行業にも手を広げ
て，リヨン財界の雄となった。サン・シモン主義の熱烈な信
奉者となり，自由貿易主義を推進し，リヨン商業会議所をそ
の方向に導いた。1860年の英仏通商条約締結の際にはフラン
ス代表の一員として参加した。
26）石井寛治『近代日本とイギリス資本』（東京大学出版会，
1984年，360頁。
27）玉田美治『フランス資本主義 戦間期の研究』桜井書店，
2006年，18-25頁。
28）‘Présentation de l’entreprise’（http://www.deschamps-
web.com/site/rapport/afr/presentation/presentation.html）
29）D.S. ランデス『西ヨーロッパ工業史1』（みすず書房，1980
年），297-98頁。
30）リヨン絹織物工業地帯については松原建彦前掲書の59-62
頁，とくに図2-1を参照のこと。
31）リヨン商工会議所所蔵：“ANNUARE DE L’ASSOCIATION 
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DES ANCIENS ÉLÈVES DE L’ÉCOLE SUPÉRIEURE DE 
COMMERCE ET DE TISSAGE DE LYON VINGT & 
UNIEME ANNEE, Février, 1899”。
32）松原建彦前掲書90頁，表3-4を参照のこと。
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番号 卒業年 氏名 会社名・機関 業種 業種訳 住所
1 1873 ACHARD, Edmond S. ACHARD ET Cie
directeur de la Société des 
Ciments de la Valentine
ヴァランティンセメント株
式会社支配人 マルセイユ
2 1873 BROTTE, Alfred
Maison A. ET A.BROTTE 
Fils. 
filateurs de soies et 
commissionnaires en soies,  
cocons et déchets de soies 
gérant provisoire du  
vice-consulat de France à 
Brousse （Turquie d'Asie）
製糸業，絹・繭・屑絹取次
商。 
プルサ（アジアトルコ）フ
ランス副領事臨時代理
3 1873 COURVOISIER, Louis
Maison COURVOISIER 
FRÈRES fabricants d'horlogerie 時計製造業者
ラ・ショード・フォン
（スイス） 
4 1873 GIRAUD, Victor
Maison VVE HENRI SERIS 
ET Cie
commission, consignation 
des blés et tourteaux, toiles 
à sacs
取次業，小麦・搾りかす・
袋用生地委託販売業 マルセイユ
5 1873 HATT, Eugène brasserie ビール醸造（工場）業者 ストラスブール（アルザス・ロレーヌ）
6 1873 JOURNÉ, Camille Maison P. JOURNÉ ET Cie négociants en doublures 裏地卸売業 パリ
7 1873 MANHEIMER, Lucien
Maison AUGUSTE MAN-
HEIMER banquier 銀行家 コルマール（アルザス）
8 1873 DU ROVERAY, Frédéric Maison DOGNIN ET C
ie dentelles et tulles レースとチュール織物 リヨン，パリ，ロンドン
9 1873 SCHMALZER, Édouard バーゼル（スイス）
10 1873 SCHMALZER, Albert
Maison SÉBASTIEN 
GAILLET
achats à la commission, 
laines brutes et peignées
羊毛（原毛）と梳毛の委託
買入
トゥルコアン（セーヌ＝
アンフェリウル県）
11 1873 VERROLLOT, Albert Maison GIRAUD FRÈRES
commission du soies, 
dechéts de soie, cocons 絹，屑絹，繭の取次業 マルセイユ
12 1873 WEGELIN, Gustave
Maison D'ANDIRAN ET 
WEGELIN
produites chímíques, aniline 
et couleurs
化学製品，アニリン染料と
染料 ミュルーズ（アルザス）
13 1874 BÉRAUD, Émile Maison J BÉRAUD ET Cie fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン・トロザン
14 1874 BOIS,Claudius
Maison L, PERMEZEL ET 
Cie fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
15 1874 BORNAREL, Louis-Auguste Maison ARLIN FRÈRES soieries unies et satins 無地絹布とサテン織物 リヨン
16 1874 CHAMONARD, Henri Maison LUDWIG ET Cie soies 絹商社 横浜（日本）
17 1874 COURTIN, Paul Maison AUO. FOUGEIROL
filateur moulinier en soie, 
Tissage mecanique 製糸・撚糸業者，機械織 
オリエール（アルデシュ
県）
18 1874 DEMOUSTIER, Élisée
chez M, A.-R. DEMOUSTI-
ER agent de change 証券仲買人 リヨン
19 1874 DENAVIT, Léon
A la Société lyonnaise de 
Dépôts et  
Comptes courants et de 
Crèdit industriel
banque 銀行 リヨン
付表1　リヨン高等商業学校校友会員の職業（1873～1880年）
16919世紀末リヨン高等商業・織物学校「校友会名簿」にみる校友の職業
番号 卒業年 氏名 会社名・機関 業種 業種訳 住所
20 1874 DIEDERICHS, Théo-phile
Maison Tu. DIEDERICHS 
ET Cie 
tissage mécanique de coton 
et de soie
綿と絹の機械織（機械制綿
織物・絹織物）
ブールゴワン（イーゼル
県）
21 1874 DUCLOS, Paul Maison J. DUCLOS moulinier en soie 絹撚糸業 サン＝シャモン（ロワール県）
22 1874 GUILLET, Emile chez M, LEGAT agent de change, 証券仲買人 リヨン
23 1874 JANGOT, Albert chez M, JACQUET agent de change 証券仲買人 リヨン
24 1874 KOHLER, Henri Maison TH. KOHLER tissage mécanique de coton 綿の機械織（機械制綿織物）
ル・ティヨ（ヴォージュ
県）
25 1874 MAURICE, Henri chez M. Jamme agent de change 証券仲買人 リヨン
26 1874 MÉNY, Joseph fils chez M'COIN huissier 執達吏 リュール（オート＝ソーヌ県）
27 1874 PAGNON, Pierre
Maison ARLÈS-DUFOUR 
ET Cie
marchands de soie 絹商社 リヨン・トロザン
28 1874 PASCAL, Irénèe
Maison L.-X. PASCAL FILS, 
FRÈRES
fabricants de tissus 
elastiques  伸縮性織物製造業者
サン＝シャモン（ロワー
ル県）
29 1874 PASQUET, Émile リヨン
30 1874 RENAUD, Pétrus Maison RENAUD, droguiste 日用雑貨商 リヨン
31 1874 SCHMERBER, Émile Maison E. COURTHIAL soies, déchets et fantaisie 絹，絹屑物，廉価アクセサリー リヨン
32 1874 SCHULZ, Émile Maison SCHULZ ET Cie fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
33 1874 TESTENOIRE, Étienne
Maison H. PALLUAT ET 
TESTENOIRE marchands de soie 絹商社 リヨン
34 1874 DE VAUGELET, Félis シャルネ（ローヌ県）
35 1875 ARBEL, Antoine Maison LUCIEN ARBEL maitre de forges 製鉄業経営者 リヴ＝ド＝シエ（ロワール県）
36 1875 BALAY, Jean
Maison BONNET, PIOT ET 
Cie fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
37 1875 BARILLOT, Henri
Professeur de bureau 
commercial à l'École 
supérieure de commerce de 
Paris
パリ高等商業学校教授 パリ
38 1875 BARLET, Jean Maison E. BARLET ET Cie 
fabricants de rubans unis et 
façonnés 無地・紋織リボン製造業者 サンテチエンヌ
39 1875 BERGER, Henri Maison J.-B. BERGER fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
40 1875 BERNARDIN, Paul
Maison L. RENDU ET 
MOISE fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
41 1875 BERTRAND, Constant
Maison POLLUAT, COM-
BIER ET TESTENOIRE
filateurs de soie 製糸業者 Murcie（スペイン）
42 1875 BONNEFOY, Marius Maison J.-B.MARTIN fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン・トロザン
43 1875 BOUCHACOURT, Francis パリ
44 1875 BOURCHANI, Pierre
A la Société générale 
française de Crèdit
banque 銀行 リヨン
45 1875 BRET, Pétrus
Maison DOLBEAU, 
GOUTALAND ET Cie
fabricants de chàles et 
foulards façonnés
紋織ショール・スカーフ製
造業者 リヨン
46 1875 CARRILLON, Hippolyte Maison A. DESCOURS marchand de fers 鉄商社（鉄製品問屋） リヨン
47 1875 CASSIN,Abraham Maison B. CASSIN ET Cie ameublements 家具（室内装飾） ニース
48 1875 CASSIN,Joar Maison B. CASSIN ET Cie ameublements 家具（室内装飾） ニース
49 1875 COTTIN, Louis
Maison BLANCHET ET 
GIRARD fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン・トロザン
50 1875 DAMEZ, Jérôme Maison GINDRE ET Cie fabricants de satins サテン製造業者 リヨン
51 1875 DENAVE, Henri Maison H. DENAVE fils denrées coloniales 植民地食料品 リヨン
52 1875 DESCHAMPS, François 
Maison DROZ, JAILLET ET 
Cie soieries unies et nouveautés 無地と新柄絹製品 リヨン・トロザン
53 1875 DEVAY, Auguste
Maison COCHAUD ET 
MARDUEL fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
54 1875 DOMBRE, Pierre
Maison T. BÉRARD-SAUVA-
JOL banquier 銀行家 ニーム（ガール県）
55 1875 DIETZ, Emile Maison E. SCHULZ ET Cie fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
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56 1875 FOURNIOL, Paul
Maison FOURNIOL 
FRÈRES mouliniers en soie 絹撚糸業者
サン＝プリースト（アル
デッシュ県）
57 1875 GIRAUD, Hercule Maison H. GIRAUD moulinier en soie 絹撚糸業者 マルコル（アルデッシュ県）
58 1875 GLAIRON-MONDET, Isidole 
Société de Saint-Gobain, 
Chauny, Cirey
（section  des produits 
chimiques）
サンゴバン・ショニー・シ
レー社（化学製品部門） マルセイユ
59 1875 GRUBIS, Albert Maison G. ET R. BENNETT soieries et fourrures 絹製品と毛皮 ロンドン（イギリス）
60 1875 GUEULIN, Émile Maison GUEULIN ET Cie distillerie à vapeur 蒸留酒製造業者（蒸気機関による） リヨン
61 1875 HARDOUIN, Paul
Maison PIERROUX ET 
DREVET fabrique de papiers 製紙業 リヨン
62 1875 JUSSY, Victor サンテチエンヌ
63 1875 LEGENDRE, Edmond
Maison AYNAUD ET 
RUFFER banque 銀行 リヨン
64 1875 LYANDRAT, Joseph chez M CHARDENET notaire 公証人 リヨン
65 1875 MOUTH, Georges Maison ROYET-BULLION verrerie en gros ガラス製品卸売業 リヨン
66 1875 LIVIER, Édouard étudiant en droit 法律学学生 リヨン
67 1875 OSMONT, Maurice
Attaché bureau civil de la 
division d'Alger, a Alger
アルジェリア地区市民局職
員 アルジェ（アルジェリア）
68 1875 PAUFIQUE, Martial
Maison PAUFIQUE ET 
RAILE
entrepreneurs de fumisterie 
et constructeurs d'usine
暖房器具・工場建造業経営
者（請負業者） リヨン
69 1875 PEREZ, （Comte PHILIPPE） 
propriétaire 地主 ヴェローナ（イタリア）
70 1875 PIERRON, Claudius Maison PIERRON Frères teinturiers 染色業者 リヨン
71 1875 PLATET, Gustave
Maison L.OLPH-GALLIARD 
ET Cie
filés 織糸 リヨン
72 1875 POMA, Vittorio ビッエラ（イタリア）
73 1875 PONDEVAUX, Ernest
Maison PONDEVAUX, 
PERON ET Cie
grains 穀物 リヨン＝ヴェーズ
74 1875 DE SAULCE-LATOUR, Paul
Maison Vre MORIN-PONS 
ET Cie
banque 銀行 リヨン
75 1875 SOULIER, Charles Au Crédit Lyonnais banque 銀行 リヨン
76 1875 TESTENOIRE, Antoine
Maison H. PALLUAT ET 
TESTENOIRE marchands de soie 絹商社 リヨン
77 1875 UMDENSTOCK, Charles Maison HOFFER FRÈRES brasseurs ビール醸造業者 リヨン
78 1875 VACHER, Louis A l'Union générale banque 銀行 リヨン
79 1875 VERNANCHET, Louis リヨン
80 1875 VINCENT, Louis 
Maison HABERER ET 
BAURE
commissionnaires en 
soieries 絹製品取次商 リヨン・トロザン
81 1876 ACCAME,Lorenzo di Lorenzo
Maison ZUFFI ET AC-
CAME commission 取次業 ボローニャ（イタリア）
82 1876 ALLIZON, Paul chez M. ALLIZON agent de change 証券仲買人 リヨン
83 1876 BÈCHETOILLE, Laurent
Maison V'LAURENT 
BÈCHETOILLE 
banque 銀行 アノネー（アルデッシュ県）
84 1876 BLANCI, Joseph
Maison GUILLERMIN ET 
BLANCI, successeurs  
de MM. BOCOUP FILS ET 
Cie
fabricants de gazes, 
grenadines nouveautés 新柄薄地製造業者
サン＝ヴァリエ（ドロー
ム県）
85 1876 BOISSON, Félix リヨン
86 1876 BOURDON, Joseph
Maison LOUIS DESGRAND 
ET Cie
marchand de soie 絹商社 リヨン
87 1876 BURKHARDT, William
A la Banque de Paris et des 
Pays-Bas. （
banque） （銀行） パリ
88 1876 CHAIX, Antonin Au Crédit Lyonnais banque 銀行 リヨン
89 1876 CHAZOT, Joseph リヨン
90 1876 CLAPÉRON, Élie
professeur á l'École 
supérieur de commerce de 
Paris et lycée Charlemagne, 
Paris
パリ高等商業学校・シャル
ルマーニュ高等学校教授 パリ
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番号 卒業年 氏名 会社名・機関 業種 業種訳 住所
91 1876 COTTET, Frèdéric Maison CH. COTTET
tulles et broderies en gros, 
mousseline et guipures 
d'ameublements
チュール織・刺繍卸商，糸
レースと室内装飾 リヨン
92 1876 DONZEL, Hugues Au Crédit Lyonnais banque 銀行 リヨン
93 1876 TOWNEND, Eue, Édouard
Maison TOWNEND 
BROTHERS Gullingworth 
Mills
fabricants de filés de laine, 
gazes, poil de chévre,franges, 
etc.
ウール織糸，薄絹布，山羊
の毛，縁飾り等製造業者
ビングリー（ヨーク
シャー・イギリス）
94 1876 ESCABAS, Marius アノネー（アルデッシュ県）
95 1876 FAIDY, Georges
Compagnie d'assurances 
l'Abeille （
assurances） （保険会社） リヨン
96 1876 FAIDY, Louis
A la Société de L'Union 
Générale banque 銀行 リヨン
97 1876 FAURE, Bruno
A la Société lyonnaise de 
Dépôts et Comptes courants 
et de Crèdit industriel
banque 銀行 リヨン
98 1876 FRAISSE, Gabriel chez M. JACQUET agent de change 証券仲買人 リヨン
99 1876 GARCIN, Romain
Maison RAMBAUD 
THORAL
déchets de soie, fantaisies 
cotons
屑絹，木綿製廉価アクセサ
リー リヨン
100 1876 GAUTHIER, Léon Maison A. DESCOURS marchand de fers 鉄商社（鉄製品問屋） リヨン
101 1876 HUMBLOT, Firmin
professeur à　l'École 
Monge, Paris モンジﾕ学校（パリ）教授 パリ
102 1876 LAGROIX, François Maison E. LAGROIX ET Cie fabricant de rubans リボン製造業者 サンテチエンヌ
103 1876 LACOMBE, Laurent Maison A. LACOMBE maitres de forges 製鉄業経営者 リヴ＝ド＝ジエ（ロワール県）
104 1876 MAJER, Filippo commission 取次業 ブレシア（イタリア）
105 1876 MÜLLER, Frédéric 
Maison PERSONAZZ, 
LAMAIGNÉRE ET GARDIN
commissionaires en soieries 絹製品取次商 リヨン
106 1876 MULTIER, Claude Maison MULTIER ET Cie
fabricants de passementer-
ies et dorures 金箔飾紐・レース製造業者 リヨン
107 1876 PALLU, Charles Masion A. DESCOURS marchand de fers 鉄商社（鉄製品問屋） リヨン
108 1876 PEILLON, Paul
Maison FORRER ET 
VERGNIER marchands de soie 絹商社 リヨン
109 1876 PERRET, Camille Maiosn C. VAESEN ET Cie denrées coloniales 植民地食料品 リヨン
110 1876 PINGEON, Étienne
Maison GUINON PÉRE ET 
FILS
fabricants de produits 
chimiques 化学製品製造業 リヨン
111 1876 RAYNAUD, Bénédict Maison HENRI GAISMANN commissionaires en soieries 絹製品取次商 リヨン
112 1876 ROCHE, Antoine
Maison ALBERT CLER-
GET, minoterie Saint-Martin
fabrique pâtes alimentaires 
et semoules
麺類（マカロニ等）・堅粉
製造所
ブズール（オート＝デ＝
セーヌ県）
113 1876 ROSTAING, Henri au Crédit Lyonnais banque 銀行 リヨン
114 1876 SIBERT, Vital
A la Société de L'Union 
Générale banque 銀行 リヨン
115 1876 SOLLER, Charles
Maison CHARLES SOLLER 
ET Cie, （Sociedad industrial 
Franco Española）
exportation des vins de 
Madére et de Malaga
（Espagne）
マディラワイン・マラガワ
インの輸出 マラガ（スペイン）
116 1876 SULLICE, Joseph
Maison SULLICE FRÈRES 
ET FAVRE
mercerie 小間物商 リヨン
117 1876 TONNELIER, Paul Maison TONNELIER
marchand de fourrages et 
fournisseur de l'armée 飼料商・軍隊納入業者
グルノーブル（イーゼル
県）
118 1876 TRESFONT, Eugène Maison DURAND FRÈRES fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
119 1877 BEAU, Henri
Maison LALLUAT, COM-
BIER ET TESTENOIRE
filateurs de soires 製糸工場 Batifora（スペイン）
120 1877 BOUSSIN, Henri A L'UNION générale banque 銀行 サンテチエンヌ
121 1877 BRÉCHIONAC, Paul
Maison H. PALLUAT ET 
TESTENOIRE filateurs mouliniers 撚糸製造業
ラルジャンティエール
（アルデシュ県）
122 1877 BRISAC, Victor
Maison A. BRISAC, 
Fabriques lyonnaises
soieries, lainages, confec-
tions, au coin de la Cara-
vanaia et de Perspective 
Newski, Saint-Pétersbourg
（Russie）
絹製品，毛織物，既製服製
造
サンクトペテルブルグ
（ロシア）
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123 1877 CASSIN, Alarie ニース
124 1877 COMBIER, Samuel Maison VIDON FRÈRES tissus en gros 織物卸商 アノネー（アルデッシュ県）
125 1877 DASSIER, Maurice
Maison BÉRARD ET 
FERRAND
étoffes pour le Levant et 
façonnés pour robes 
レヴァント向け織物及びド
レス用紋織物 リヨン
126 1877 DUGNAT, Louis サンテチエンヌ
127 1877 GAILLARD,François ミラノ（イタリア）
128 1877 GAYET, Ernest
Maison THUILLARD 
GAYET ET Cie, successeurs  
D'OSMONT Fils AINÉET 
ET Cie 
cotons allés laines et 
déchets de soies 毛綿交織物，絹屑物 リヨン
129 1877 GENI, Victor
Maison AHLÈS-DUFOUR 
ET Cie
marchands de soie 絹商社 リヨン・トロザン
130 1877 GIGODOT, Jean
Masion GIGODOT ET 
LAPRÉVOTE fondeurs 溶鉱所経営者 リヨン
131 1877 GROBON, Eugéne
Maison J,G,GROBON AINÉ 
ET Cie
draperie 羅紗製造販売業 リヨン
132 1877 GUILLET, Alexis リヨン
133 1877 HERBEZ, Daniel リヨン
134 1877 MALARD, Louis リヨン
135 1877 MOUESCA, Juan, Z.
Maison JUAN B. SUBURU 
ET Cie
コンコルディア（アルゼ
ンチン共和国）
136 1877 MOUTARDE, Louis
Maison ALIBAUX, VERIL-
HAC ET Cie
marchands de papiers 紙商社 リヨン
137 1877 OCHS, Henri トネ（アン県）
138 1877 RAVIER, Paul
Maison PAUL BON-
NEFOUX fabricant de papiers 製紙製造業 リヨン
139 1877 RORON,Elisée Maison ARMANDY ET Cie marchands de soie 絹商社 リヨン
140 1877 THOMAS, Jean
Maison H. PALLUAT ET 
TESTENOIRE marchands de soie 絹商社 リヨン
141 1877 TONOIR, André Maison TONOIR marchand de soie 絹商社 リヨン
142 1877 TRAPIER, Georges Maison P.-H. BARBEZAT marchand de soie 絹商社 リヨン
143 1877 TRÉVE, Benoit リヨン
144 1878 BENOIT, Camille リヨン
145 1878 BERLIET, Jacques Maison J. BERLIET
fabricant de dentelles et 
tulles façonnés
レースとチュール織物製造
業者 リヨン
146 1878 BOCCA, Claudius Maison ARLÈS-DUFOUR soies 絹商社 マルセイユ
147 1878 BOIRON, Louis Maison J. BROSSETTE marchand de fers 鉄商社 リヨン
148 1878 BOUSSU, Émile ビッエラ（イタリア）
149 1878 BOUYER, Fleury
Maison CH.BOUYER ET 
Cie rouennerie en gros ルーアン織卸売商 モンプレジール
150 1878 CHAPTAL, Louis ジェノルアック（ガール県）
151 1878 CHARVET, Louis Maison CHARVET ET Cie
houilles et cokes, entre-
prises générales du 
chaufffage militaire
石炭とコークス，軍隊用暖
房の全般的請負 リヨン
152 1878 CHAUFFEUR, Paul ヴァランス（ドローム県）
153 1878 CHAVANIS,Paul リヨン
154 1878 CHAZOT, Jean Maison ERHARDT frères brasseurs ビール醸造業者 リヨン
155 1878 COCHEUX, Ernest
Maison DROCHE-ROBIN 
ET Cie
banque 銀行 リヨン
156 1878 DAVID, Joanny
Maison Ch. KIEMLÉ jeune 
ET Cie 
tulles, dentelles et ruches チュール織，レースと襞飾り リヨン
157 1878 DÉBITON, Antonin Maison CHARVET ET Cie
houilles et cokes, entre-
prises générales du 
chauffage militaire
石炭とコークス，軍隊用暖
房の全般的請負 リヨン
158 1878 DIEDERICHS, Louis ジャイユー（イーゼル県）
159 1878 FALCOUZ, Augustin Au Crédit Lyonnais banque 銀行 リヨン
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160 1878 JACQUIER, Armand ビルールバンヌ（ローヌ県）
161 1878 JELMINI, Dominique
A la Socété Franco-Russe 
de l'Oural ウラル地方の仏露合弁会社 リヨン
162 1878 LIENARD, André Représentant de commerce 商業代理人 リヨン
163 1878 MALET, René
Maison SALVADOR LOPEZ 
ET Cie
commissionnaires 取次商 リヨン
164 1878 MOREAU, Adolphe
Maison VIGNON-CHO-
QUIT métaux bruts et ouvrés 粗金属および加工金属 リヨン
165 1878 MOREAU, François
Maison COINT-BAVAROT 
ET Cie
manufacture de peignes à 
tisser 梳毛織物製造 リヨン
166 1878 RAVIER, Claudius
Maison BOUCHARD ET 
BOURNE droguistes 日用雑貨商 リヨン
167 1878 RICHARD, Jean
Maison VIGNON-CHO-
QUIT métaux bruts et ouvrés 粗金属および加工金属 リヨン
168 1878 SAR, Raynald Au Crédit Lyonnais banque 銀行 リヨン
169 1878 SAYN, Charles
Maison V. OGIER, P. 
NOVER ET Cie
fabricants de foulards スカーフ製造業者 リヨン
170 1878 SEYVE, Léon Maison SEYVE ET Cie
propriétaires et négociants 
en vins ブドウ酒の卸売商
ラ・ロシュ＝ド＝グラン
（ドローム県）
171 1878 SULTZBERGER, Henri Maison P. RATEAU armateur 船主，艤装者 ナント（ロワール＝アンフェリウール県）
172 1878 SUR, Émile Maison GALLET entrepositaires de bières ビール倉庫業者 リヨン
173 1878 TREPPOZ, Henri
Maison MAUVERNAY 
FRÈRES, ET TOUCHERE-
UF,
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
174 1878 VALLON, Gustave ブール＝ド＝ペアージュ（イーゼル県）
175 1879 ARLÈS-DUFOUR, Albert
Maison P.A. HERGERSR-
ERG commissionnaire en laines 羊毛取次商 ライプツィヒ（ドイツ）
176 1879 ARNAUD, Auguste
chez M. ROLLAND-
GOSSELIN agent de change 証券仲買人 パリ
177 1879 AUDÉOUD,  Edouard Maison SCHMIDT ET Cie
constructeur de charpentes 
et ponts en fer 建物骨組・鉄橋建造業者 ジュネーヴ（スイス）
178 1879 BERTRAND, Léon Au Crédit Lyonnais banque 銀行 リヨン
179 1879 BONNIOT, Jacques
Maison Vvé MORIN-PONS 
ET Cie, 
banque 銀行 リヨン
180 1879 BOUSSU, Gustave ビッエラ（イタリア）
181 1879 BUDILLON, Marius
Maison RICHARD CHAN-
DLER commerce en soieries 絹取引商（絹貿易商） パリ
182 1879 COSTE, Joseph A La Société Générale banque 銀行 リヨン
183 1879 FERRER, Ernest バルセロナ（スペイン）
184 1879 DAVID, Albert La Clémentine, Cie
d'assurances contre 
l'incendie 火災保険 リヨン
185 1879 FRACHON, Amédée chez A. GENEVET agent de change 証券仲買人 リヨン
186 1879 GALLET, Auguste リヨン
187 1879 GAYET, Joannés リヨン
188 1879 JANIN, François Maison CORBIÉRE mercerie en gros 小間物卸売商 マルセイユ
189 1879 JOHNER, Jean マンステール（アルザス）
190 1879 KOCH, Rodolphe
Maison H. B. CLAFLIN ET 
Cie commissionnaires 取次商 リヨン・トロザン
191 1879 MANCIO, Camillo
Maison FRATELLI CERI-
ANA
banquiers et marchands de 
soie 銀行家・絹商社 トリノ（イタリア）
192 1879 MARGAND, Lous L'uis（アン県）
193 1879 MARTIN, Charles エフパトリア（クリミア）
194 1879 MICHET, Arthur サン＝ジョルジュ（ローヌ県）
195 1879 MOMBRUN, René
A la Banque d'Escompte de 
Paris banque 銀行 パリ
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196 1879 NIBOYET, Joseph ブール＝サン＝タンデオル（アルデシュ県）
197 1879 PAILLARD, Joseph Maison A. DESCOURS marchand de fers 鉄商社 リヨン
198 1879 PILLOT, François リヨン＝ヴェーズ
199 1879 RENARD, Alexandre エキュリ（ローヌ県）
200 1879 RICÇLÉS（DE）, Charles リヨン
201 1879 SABRAN, Georges
Maison CAMEL FRÈRES 
ET Cie
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン・トロザン
202 1879 SAINT-OLIVE, Charlse リヨン
203 1879 SCHRIMPF, Georges
Maison VIGNON-CHO-
QUIT métaux 金属 リヨン
204 1879 SEPPE, François リヨン
205 1879 SUMMA, Oscar イズミル（アジア・トルコ）
206 1879 TORRELLA Y ROM-BOUTS, Antonio
Émployé aux bureaux de （la 
España indus trial）, 
cotonnades
スペイン綿布産業局事務員
（雇員） バルセロナ（スペイン）
207 1880 AUDIER, Victor
Valence（Drône）, Fera 
son volontariat cette année （
Valence）今年度志願兵 バランス（ドローム県）
208 1880 BASSIEUX, Adolphe
Maison FORNAS, BAS-
SIEUX FRÈRES
fabricant de velours unis 無地ビロード製造業者 リヨン
209 1880 BERRY, Edward リヨン
210 1880 BLUMER, Albert チューリヒ（スイス）
211 1880 BOUCHARDON, Martin
Maison DROCHE-ROBIN 
ET Cie
banque 銀行 リヨン
212 1880 BOYRIVEN, Antony
Volontaire au 96° de ligne 
Montélimart
（Montélimart 線96部隊）志
願兵
モンテリマール（ドロー
ム県）
213 1880 BRUYAS, Charles
Maison ARLÈS-DUFOUR 
ET Cie リヨン・トロザン
214 1880 BURGEOT, Antoine
Maison V. OGIER, P. 
NOYER ET Cie
fabricants de foulards スカーフ製造業者 リヨン
215 1880 CHAMOUTON, Louis
Maison L. DESCHAMPS 
ET Cie
commissionnaires 取次商 リヨン
216 1880 CHAPTAL, Paul
Genolhac（Gard）, Fera 
son volontariat cette année （
Genolhac）今年度志願兵 ジェノルアック（ガール県）
217 1880 CROCHAT, Antoine Maison GÉRARD FRÈRES commissionnaire en soieries 絹製品取次商
218 1880 DUZAS, Louis
Maison ARLÈS DUFOUR 
ET Cie リヨン・トロザン
219 1880 FAUCHER, Joseph
Bordeaux, Fera son 
volontariat cette année （
Bordeaux）今年度志願兵 ボルドー
220 1880 FURNION, Marius
Lyon, Fera son volontariat 
cette année （
Lyon）今年度志願兵 リヨン
221 1880 GAILLETON, Charles
Lyon, Fera son volontariat 
cette année （
Lyon）今年度志願兵 リヨン
222 1880 GINET, Albert ボーヴォワール＝ド＝マルク（イーゼル県）
223 1880 GIRON,Jean-Jacques サンテチエンヌ
224 1880 JACOB, Charles
Maison J. CORRON, 
TOUSSAINT ET BAUDOIN
teinturiers 染色業者 リヨン
225 1880 LIVET, Claude カリュイール＝エ＝キュイール（ローヌ県）
226 1880 LIVET, Clément リヨン
227 1880 LOMBAURD, Gaston ヴァレンシア（スペイン）
228 1880 MARIX, Lucien Fait son tissage á l'École （織物学校進学） リヨン
229 1880 MESMER, Philippe
Lyon, Fera son volontariat 
cette année （
Lyon）今年度志願兵 リヨン
230 1880 MIGNOT, Pierre アノネー（アルデッシュ県）
231 1880 PINGEON, Maurice
Maison GUINON PÈRE ET 
FILS
fabricants de produits 
chimiques 化学製品製造業 リヨン
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232 1880 PRAVAZ, Albert
Lyon, Fera son volontariat 
cette année （
Lyon）今年度志願兵 リヨン
233 1880 ROUX, Antoine Au Crédit Lyonnais banque 銀行 リヨン
234 1880 ROYÉ, Jules リヨン
235 1880 THÉVENIN, Félix リヨン
236 1880 TOUZET, Mathieu
Maison BOUCHARD ET 
BOURNE droguistes 日用雑貨商 リヨン
237 1880 ZAMBONI, Baptiste Maison C.F. GERLI Frères 
commissionnaires en 
soieries 絹製品取次商 リヨン
（注19）の資料より作成）
番号 会社名 業種 業種訳 会社・営業所・工場所在地，その他
1 S. ARAUD fabricants de velours ビロード製造業者
サンテチエンヌ 
＊「リヨン・サンテチエンヌリボン製造業組合」
（UNION DES FABRICANTS DE VELOURS DE LYON 
ET DE ST.ETIENNE）の組合員
2 BICKERT & FILS fabricants de velours ビロード製造業者 リヨン＊同組合員。株式会社（資本金240万フラン）
3 E. BOUTON fabricants de velours ビロード製造業者 パリ ＊同組合員
4 L. CHAVEROT fabricants de velours ビロード製造業者 リヨン ＊同組合員
5 GIRON FRÈRES fabricants de velours ビロード製造業者 リヨン・トロザン ＊同組合員
6 J. B. MARTIN
fabricants de velours 
（Manufactures de Velours 
et peluche）
ビロード製造業者
リヨン・トロザン 
＊同組合員。株式会社（資本金1,000万フラン）。 
リヨン高等商業学校校友 N0.42の勤務先
7 RIBOUD FRÈRES fabricants de velours ビロード製造業者
リヨン 
＊同組合員。株式会社（資本金100万フラン） 
＊ SOCIÈTÉ DES ANCIENS ÉTABLISSEMENT（老舗）
8 ROCHE & Cie fabricants de velours ビロード製造業者 リヨン ＊同組合員。リヨン織物学校校友 No.82は同族
9 
Chatillon・Mouly・Rous-
sel & Cie
fabrique de soieries. 絹製品製造業 リヨン・トロザン，パリ，ロンドン，ミラノ，ニース
10 
CHENEVIÈRE  & R .  & 
M.DENIS
fabrique de soieries 絹製品製造業 リヨン・トロザン  機械制工場 : ヴィルールバンヌ
11 BARGILLAT FRÈRES
fabrique de franges, effilés 
et passementeries
縁飾り・総縁飾り・飾紐製
造業
リヨン 
＊ Ch. MÉHIER & Cie 社（1848年設立）の継続会社 
12 B. Y. VAN GELDER commissionnaire-acheteur 仕入取次商 リヨン，パリ ＊フランス特選品輸出商
13 Alexandre GIRAUD fabrique dans ses usines 工場制（繊維製品）製造業
販売店：リヨン，ニューヨーク，ロンドン 
工場：レ＝サブレ（イーゼル県），ラ＝コンベ＝レ＝セ
バール（イーゼル県），サン＝ドニ＝ド＝カバンヌ（ロ
ワール県），シャファイユ（ソーヌ＝エ＝ロワール県） 
＊設立1810年。株式会社（資本金300万フラン）
14 
H. MICHAL-LADICHÈRE, 
BOISSON & Cie
tissage méchanique de 
soieries 絹製品機械制製織工場
リヨン・トロザン 
工場：サン＝ジョワール＝アン＝ヴァルデーヌ（イーゼル県）
15 Bégot Fres & DONNEAUD soieries & rubans 絹製品・リボン リヨン
16 S. LACOUR
fabrique de soieries, teintes 
en piêce 絹製品製造業，布地染色 リヨン
17 Achille et Joseph BAYART
tissus a forfait ou tissage a 
façon 織物請負あるいは賃織
パリ 
工場（製織・撚糸）: ボアロン，サン＝ジャン＝シャ
ピー（イーゼル県）
＊ C. OGIER 社の継続会社
18 CARRABIN & Cie
fabrique de velours, cols. 
 soieries et doublures 
ビロード・カラー・絹製
品・裏地製造業
リヨン 
＊1854年設立
19 L. BACHARACH
fabrique de soieries, 
écharpes, tulles, nouveau-
tés.
絹製品・スカーフ・チュー
ル・新柄物製造業 リヨン
付表2　リヨン絹製品製造業組合員雑誌広告一覧（1919年）
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20 G. VENOT
spécialité de voilettes avec 
elastique hair nets & 
elastic veils
伸縮性ヘアネット・伸縮性
ヴェール付き婦人帽専門 リヨン
21 
Mce ALGOUD, JOANNON 
& RIVAUX
soieries unies & nouveau-
tés, crêpes de chines et 
Marceline.
無地・新柄絹製品，クレー
プ・マルスリーヌ リヨン，ロンドン
22 
DESCOURS , GENTHON 
& Cie
manufacture de mous-
selines, crêpe, et nouveau-
tés
モスリン・クレープ・新柄
物製造 リヨン，パリ，ロンドン，ニューヨーク
23 GINDRE ET Cie fabrique de soieries 絹製品製造業 リヨン・トロザン，ロンドン 機械制工場：リヨン
24 H. GENIN FILS fabrique de soieries 絹製品製造業
リヨン 
機械制製織工場 : サン＝ドニ＝ド＝カバンヌ（ロワール
県）
25 A. DUBOIS & FILS manufacturiers 各種繊維品工場
リヨン・トロザン，パリ，ロンドン 
工場：ラ＝フレット（イーゼル県），サン＝タンドレ
（イーゼル県）
26 DIEDERICHS-SOIERIES （soieries nouveautés） （絹新製品） リヨン，パリ，ロンドン ＊株式会社
27 J. ESCOFFIER & Cie fabrique de dorures 金箔製造業
リヨン 
工場 : ヴォー（アン県）  
アトリエ：ラニュー（アン県）
28 
M . CLERC=RENAUD & 
Cie （crêpe de chine） （クレープデシン）
リヨン
工場 : ヴィルールバンヌ
29 
J. A. HENRY TRUCHOT 
ET GRASSIS （
ornements d'eglise） （教会用装飾品） リヨン
30 P.VASSOILLES & Cie
fabrique de tulles et 
soieries チュール・絹製品製造業 リヨン
31 MAISON L. ROBERT broderies a façon 刺繍賃加工 リヨン，ヘント（ベルギー），カサブランカ（モロッコ） 
32 FOUGÈRE FRÈRES
soieries unies, façonnées et 
imprimées pour Mode et 
Confection
服飾・既製服用無地・紋
織・プリント絹製品
33 G. DIGONNET & Cie tous tissus soierie 各種絹織物 リヨン
34 DEVAY ET PAULE
fabrique de soieries et tous 
articles 絹製品製造業
リヨン 
＊ BRUNET-LECOMTE, DEVAY & PAULE 社の継続会
社。 
株式会社（資本金200万フラン） 
35 BOGET, MERCIER & Cie
soieries pour Gainerie & 
Maroquinerie
鞘・モロッコ革製品用絹製
品
リヨン，パリ，ロンドン，サンテチエンヌ 
＊ BAYARD Aîné & Fils 社の継続会社
36 P.BERTHOLLIER （voilettes, crêpe de chine） （婦人用ヴェール・クレープデシン） リヨン，パリ，ロンドン
37 
BER TRAND  FRÈRES 
PETIT & Cie （
crêpe de chine） （クレープデシン） リヨン，パリ，ロンドン
38 C.DUTEL & Cie
fabrique de dorures. 
fabrique d'Ornements 
d'Église
金箔・教会用装飾品製造業 リヨン ＊1805年設立
39 L. PERMEZEL & Cie
teints en pièces, soie ou 
mélangés. 
絹であれ混紡であれ生地染
め リヨン，パリ，ロンドン
40 
Les Successeurs 
D'ALGOUD & Cie
soieries unies et façonnées. 無地・紋織絹製品 リヨン，ロンドン（
G. E. CHAPMAN） 
＊ ALGOUD Frères 社（1832年設立）の継続会社 
41 TISSAGES de VIZILLE soieries teintes en pièces 生地染絹製品
リヨン，パリ，ロンドン，ニューヨーク（DUPLAN 
SILK Co）， 
工場：ヴィジーユ（イーゼル県） 
＊株式会社（資本金100万フラン）
42 MAUREL & CHABERT fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
43 V. MATHEU & Cie
tissage méchanique de 
soieries unies nouveautés  
et peluches.
新無地絹製品・絹綿ビロー
ド機械制製織工場
リヨン，パリ，ロンドン，ムンバイ（インド） 
工場：ヴィルールバンヌ，リヴ＝ド＝ジェ  
＊2つの大きな工場図を掲載
44 Les Fils de L.Jarrosson fabrique クレープ・モスリン・サテン製造業
リヨン，パリ，ロンドン 
工場：ブール＝アルジャンタル（ロワール県），サン＝
ソヴァール＝アン＝リュ（ロワール県），アルジャンタ
ル（ロワール県） 
＊1856年設立
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45 
BOUCHARLAT ONCLE 
ET NEVEU
tous tissus soierie noires 
et couleurs 黒と色物全ての絹織物
リヨン 
機械制製織：レ＝ザブレ（イーゼル県） 
＊ BOUCHART Frères & PELLET 社の後継会社
46 Ch. HEINRICH & Cie
fabrique de soieries unies 
et nouveautés lainages, 
flanelles.
無地・新柄絹製品，毛織
物，フランネル製造業
リヨン 
機械制製織：Montalleu-Vercueu（イーゼル県） 
＊株式会社。P.COCHAUD & Cie の継続会社
47 P. CHANAY fabrique de soieries 絹製品製造業者 リヨン 機械制製織 : ボアロン（イーゼル県）
48 COMBIER & Cie manufacture （手工的）製造所 リヨン・トロザン，パリ，ロンドン，ニューヨーク 機械制工場：Giraudiére-Brussieux（ローヌ県）
49 
Les Successeurs de SON-
NERY Cousins （
mousselines de soie） （絹モスリン） リヨン，パリ，ロンドン，タラール（ローヌ県）
50 
GROBON, JANDIN-
MEURER, VINET Frères
teinture, Impression, apprêt 
et gaufrage
染色，捺染，糊付・模様押
型付加工
リヨン 
工場：ミリベル（染色・糊付），リヨン（プリント・型
付（捺染）），リヨン（糊付・モアレ（木目）加工），
ヴィルールバンヌ（染色・糊付））
＊株式会社（資本金130万フラン）
51 VULLIOD, ANCEL & Cie teinture 染色業
リヨン・トロザン 
工場 : リヨン - モンプレジール，リヨン - ヴィルールバン
ヌ 
＊ RENARD & VILLET ET VULLIOD FRÈRES 社の継続
会社
52 CORRON & BUNAND teinture 染色業
リヨン - ヴィルールバンヌ 
工場 : サンテチエンヌ（ロワール県） 
＊1830年設立
53 
COUDURIER FRUCTUS 
DESCHER tissus exclusif オリジナル織物 リヨン，パリ，ニューヨーク，ロンドン
54 BIANCHINI, FÉRIER soieries unies et nouveauté 無地・新柄絹製品 リヨン，パリ，ロンドン，ニューヨーク 工場 : ラ・トゥール＝デユ＝パン
55 
LES FILS DE BALAS-DU-
BOUCHET fabrique de soieries 絹製品製造業 リヨン，サンテチエンヌ
（注22）の資料より作成。）
付表3　リヨン織物学校校友会員の職業（1898年）
番号 卒業年次 氏名 会社名・機関 業種 業種訳 住所
1 1877 BROSSET -HECKEL , Maurice
Ma i s o n  BROSSET -
HECKEL ET Cie.
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン・トロザン
2 1877 CALDICOTT , Richard Botham
Maison J. ET T. P. CAL-
DICOTT fabricants de rubans リボン製造業者
コベントリー（イギリ
ス）
3 1877 DAVID, Adrien
Maison VEUVE SERRE 
ET Cie.
fabricants de rubans リボン製造業者 （自）サンテチエンヌ（ロワール県）
4 1877 DULIAN, Alexandre ateliers de dévidage 糸繰業 ラザビニエール（イーゼル県）
5 1877 ÉMERY, Eugène. サイゴン（コーチシナ）
6 1877 EPITALON, Claude
Maaison EPITALON , 
FRÈRES fabricants de rubans リボン製造業者
（自）サンテチエンヌ
（ロワール県）
7 1877 FOURNIER, Claude リヨン
8 1877 GUITTON, Paul
Maison G. SEROL ET 
GUITTON
tissage mécanique de 
cotonnades 綿織物機械制製織 ロアンヌ（ロワール県）
9 1877 JORDAN DE PUYFOL, Henri ロラック（カンタル県）
10 1877 LANDRU,Édouard ニュージャージー（アメリカ）
11 1877 LATIL, Joseph
décédé en 1886（1886年
死亡）
12 1877 LYONNET,Charles Maison Ch. LYONNET
fabricants de soieries 
p o u r  p a r a p l u i e s 
（membre du Conseil 
d 'Admin is t ra t ion  de 
l'Ecole） 
絹 傘 地 製 造 業 者 
（学校理事会会員） リヨン
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13 1877 MANTELIER, Georges
Maison MANTELIER 
ET Cie.
fabricants de soieries  絹製品製造業者 リヨン・トロザン
14 1877 SCHWICH, Charles
Ma i s o n  SCHWICH , 
FOR TOUL  ET  PLA-
NEUR
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
15 1877 TESTENOIRE, Alexan-dre
M a i s o n  PAL LUAT , 
TESTENOIRE ET Cie.
soies 絹 リヨン
16 1878 AUDOYER, Paul
décédé en 1885（1885年
死亡）
17 1878 CUSHMAN, Harry
18 1878 DEVÈZE, Lucien リヨン
19 1878 GONARD, Claude リヨン
20 1878 GOLUAT, Louis
décédé en 1883（1883年
死亡）
21 1878 PICARD, Alphonse ルーアン（セーヌ＝マリティーム県）
22 1878 VINGTRINIER, Joseph Bureaux de l'Express journaliste ジャーナリスト リヨン
23 1879 BESSON, Fleury
24 1879 BOSCH, Junior
associé de la Maison 
JOH.BOSCH ET Co. 
agents  commiss ion -
naires 取次代理商
アムステルダム（オラ
ンダ）
25 1879 GOURD, Henri
Maison A. GOURD ET 
Cie.
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
26 1879 MARKAROFF, Grégoire.
Ma i s o n  G .  E T  W . 
MARKAROFF fabricants de soieries 絹製品製造業者
（自）モスクワ（ロシ
ア）
27 1879 MÉTRAL, Claudius. リヨン
28 1879 NEUHOFF, Alexandre commission 取次業務 デュッセルドルフ（ドイツ）
29 1879 NEYRET, Pierre
30 1879 PINKUS. Max
associé directeur de la 
Maison F. FRAENKEL
manufacture de linge de 
table テーブル用リネン製造
ノイシュタット（シュ
レージェン）（ポーラン
ド）
31 1879 ROQUE, Joseph
Maison  PIOTET  ET 
ROQUE soieries 絹製品 リヨン
32 1879 SOULIER, Camille
associé de M. A. FRA-
CHON agent de change 証券仲買人 リヨン
33 1880 BILLIEZ, Albert
M a i s o n  MICOLON 
FRÈRES
fabricants de satins et 
foulards
サテン・スカーフ製造
業者 リヨン
34 1880 BUDILLON, André リヨン
35 1880 RICHARD, Jean
36 1880 SCHUBIGER, Alfred
Maison E. SCHUBIGER 
ET Cie. ウツナッハ（スイス）
37 1881 CLERC, Joannès Maison A. CLERC fabricants de crêpe クレープ製造業者 リヨン
38 1881 LAMY, Édouard
Maison LAMY ET BOR-
NET
fabricants de soieries fa-
çonnées 絹紋織物製造業者 リヨン
39 1881 MARKAROFF. Wartan
M a i s o n  C .  E T 
W.MARKAROFF
fabricants de soieries 絹製品製造業者 （自）モスクワ（ロシア）
40 1881 MICHEAUX, Charles nouveautés 新製品 リヨン
41 1881 RIBES, Raymond
décédé en 1891（1891年
死亡）
42 1882 CHABERT, Claudius
Ma i s on  CHABER T , 
MAUREL ET Cie.
soieries 絹製品 リヨン
43 1882 DUPLAN, Léopold
Maison L. DUPLAN ET 
Cie. リヨン
44 1882 GIRAUD, Gabriel
Compagnie française du 
<Phénix>
assurances 保険業 リヨン
45 1882 HONEGGER, Charles チューリヒ（スイス）
46 1882 LANDRU, Octave
décédé en 1882（1882年
死亡）
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47 1882 MOUSSY, André
Société <Manufacturer 
de soiries>,Moussy ET 
Cie.
manufacturer de soiries 絹製品製造業＜絹製品製造会社＞ モスクワ（ロシア）
48 1882 TURRALL, Charles fabricants de rubans リボン製造業者 コベントリー（イギリス）
49 1883 BIANCINI, Charles パリ
50 1883 BURDET, Joseph
Maison SANTOUX ET 
Cie.
soieries 絹製品 リヨン
51 1883 RAMBAUD, Eenri
Maison RAMBAUD ET 
Cie. 
bijouterie , or fèvrerie . 
joaillerie, 装身具，金銀細工 , 宝石 リヨン
52 1883 ROSSET, Albert Maison A.Rosset fabricant de soieries 絹製品製造業者 リヨン
53 1884 BILLOUD, Emilien
Maison L. TRESCA ET 
Cie. リヨン
54 1884 CHENEVIÉRE. Joseph ベスネ（ローヌ県）
55 1884 DENANTES. Frédéric au Crédit Lyonnais banque 銀行 グルノーブル（イーゼル県）
56 1884 MARTIN, Casimir モアラン（イーゼル県）
57 1884 SPILLMANN, Jules ア ク チ ュ ア ル メ ン ト（アメリカ）
58 1885 BLANDFORD, Henry banquier 銀行家 リヨン
59 1885 MATHIEU, Albert
Maison AUGUSTE 
UGNON ET MATHIEU
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
60 1885 MOREL, Claude
Maison PAUL GUÉ-
NEAU soieries 絹製品 リヨン
61 1885 ZEMTZOFF ,  Se rge . Zemlanka Maison ZEMTZOFF モスクワ（ロシア）
62 1886 BOUCHARD, Remy
Maison JAILLET, 
BOUCHARD ET Cie.
soieries 絹製品 リヨン
63 1886 BRAUNSCHWIG, Georges
Maison IRÉNÉE, BRUN 
ET Cie.
soieries 絹製品 タンジール（モロッコ）
64 1886 DUMÉNIL, Charles
Maison ATUYER, BIAN-
CHINI ET FÉRIER
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン・トロザン
65 1886 FERRARI （DE） Pietro ジェノヴァ（イタリア）
66 1886 FERTEAU, Paul
décédé en 1889（1889年
死亡）
67 1886 FIERZ, Robert チューリヒ（スイス）
68 1886 HUREAU, Paul
Maison ATUYER, BIAN-
CHINI ET FÉRIER （
fabricants de soieries） （絹製品製造業者） リヨン・トロザン
69 1886 KIENTZEL, Robert
che z  MM .  J .  ET  F . 
GENSBOURGER
tissage mécanique de 
lainages 毛織物機械制製織 コルマール（アルザス）
70 1886 LEDIG, Joseph
Maison MEYER 
FRÈRES teinturiers 染色業者
サン＝ディエ（ヴォー
ジュ県）
71 1886 PIVA, Celestino soies 絹 ニューヨーク（アメリカ）
72 1886 PONCET, Pierre
Maison PONCET PÈRE 
ET FILS リヨン・トロザン
73 1886 PONCET, Louis
Maison PONCET PÈRE 
ET FILS リヨン・トロザン
74 1886 ROUGIER, Albert Maison CLAYETTE soieries 絹製品 リヨン
75 1887 CHATIN, Louis
Maison  GILLET  ET 
FILS teinturiers 染色業者 イジュー（ロワール県）
76 1887 CRUSSY, Louis
représentant de MM . 
LAROCHE ET Cie.
commission
（LAROCH ET Cie の代
理人）取次業務
リヨン
77 1887 MOUSSY, Camille
Sociétè<Manufacture de 
soieries>, Moussy ET 
Cie.
manufacturer de soier-
ies
絹製品製造業＜絹製品
製造会社＞ モスクワ（ロシア）
78 1887 OSIO, Charles リヨン
79 1887 PERRIN, Jules ヴィラール＝レ＝ドンブ（アン県）
180
番号 卒業年次 氏名 会社名・機関 業種 業種訳 住所
80 1887 RIGOT, Émile
Maison WIES, VALLET 
ET LACROIX
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン・トロザン
81 1887 RISSER-GOUDCHAUX, Georges
associé de la maison G. 
GOUDCHAUX ET Cie. 
commission,exportation,
Angleterre,Amerique
英 米 向 輸 出 取 次 業 務
（出資社員） リヨン
82 1887 ROCHE, Victor Maison ROCHE ET Cie. リヨン・トロザン
83 1887 SCHERB, Émile
directeur  de  l 'usine 
BRÉMOND FILS
directeur  de  l 'usine 
BRÉMOND FILS
BREMOND FILS 工場
長
ショレ（メーヌ＝エ＝
ロワール県）
84 1887 URNER, Jules サント＝マリー＝オー＝ミーヌ（アルザス）
85 1888 ARMAND, Charles Usine BATTY-CHASSLY シャリリュー（ロワール県）
86 1888 BONNET, Félix
décédé en 1892（1892年
死亡）
87 1888 BONNETAIN, Amédée
Maison E. BONNETAIN 
ET R. EIGENSCHENK
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
88 1888 BOUTHEON, Henry
décédé en 1893（1893年
死亡）
89 1888 COMBET, Auguste
Maison L. AUDIBERT 
ET Cie. リヨン
90 1888 DESPINEY, Paul
Maison DESPINEY ET 
BAJARD soieries 絹製品 リヨン
91 1888 DÉTROYAT, Paul Mason CH.DÉTROYAT soieries 絹製品 リヨン
92 1888 GOURD, Ivan
Maison A .GOURD ET 
Cie.
soieries 絹製品 リヨン
93 1888 KALTENBACH, Alfred
Maison DÉCHELETTE, 
RÉXIÉ ET FILLS
directeur de tissage 製織部長 ロアンヌ（ロワール県）
94 1888 LONJARRET, Antoine リヨン
95 1888 OGIER, Édouard
décédé en 1892（1892年
死亡）
96 1888 PORTE, Amédée
Maison AMÉDÉE BAY-
ZELON ET Cie.
soieries 絹製品 リヨン
97 1888 SONNERY, François
décédé en 1894（1894年
死亡）
98 1889 BERGER, Joseph
Maison BÉRARD ET 
FERRAND soieries 絹製品 リヨン
99 1889 BODMER, Conrad チューリヒ（スイス）
100 1889 CHALANCON, Émile
Ma i son  COUHAUD , 
GAYET CHALANCON
soieries 絹製品 リヨン
101 1889 DAVID, Hippolyte marchand de soie 絹商社 サンテチエンヌ
102 1889 DIDIER, Jean Maison PERRIN-BERT リヨン
103 1889 DUBOST, Joseph Maison MAZEL ET Cie. リヨン・トロザン
104 1889 EMERY, Edouard リヨン
105 1889 FRICK, Jean チューリヒ（スイス）
106 1889 HENRY, Joanny
Maison B. TABARD ET 
Cie.
soieries 絹製品
クルジュー＝ラ＝ジロ
ディエール（ロワール
県）
107 1889 IMMER, Edmond
président du Groupe al-
sacien アルザスグループ会長
ゾウルツェレン（アル
ザス）
108 1889 LA ROCHE, Emmaxuel バーゼル（スイス）
109 1889 LOUIS, Léon chez M.LOUIS docteur 医者（医学博士） ブルカン＝ブレス（アン県）
110 1889 MARTIN, Henry. imprimeur-editeur 出版・印刷業 ビエンヌ（イーゼル県）
111 1889 MAZADE, Jean パリ
112 1889 ROLLET, Auguste.
Maison BRUNET -LE-
COMTE ET DEVAY リヨン・トロザン
113 1889 VIALLAR, Pierre Maison BLAZY ET Cie. パリ
114 1890 ARAUD, André
Maison J.BACHELARD 
ET Cie.
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
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115 1890 CHATILLON ,  Fran -cisque Maison C.CHATILLON soieries 絹製品 リヨン
116 1890 DREVON, Charles
Maison DESTRE-CHER-
PIN fabrique de cotonnade 綿布製造業者 ロアンヌ（ロワール県）
117 1890 FAURE, Auguste
Maison NOYER ,  DU-
RAND ET COLLON
fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン・トロザン
118 1890 FERRARI （DE） Emilio ジェノヴァ（イタリア）
119 1890 HEER, Henri Maison HEER ET Cie. リヨン・トロザン
120 1890 HUBSCH, Émile
Maison WARBURG ET 
Cie.
commissionnaires 取次商 （自）リヨン
121 1890 KALTENBACH, Eugéne
t i s s a g e  DOLLFUS -
MIEG tissage 製織
ダンジュータン（ベル
フォール行政区・オー
ラン県）
122 1890 LA SELVE, Amédée
manufacture de broder-
ies et dentelles 刺繍・レース製造 リヨン
123 1890 Wurtz, Paul Maison KOENIG FILS サント＝マリー＝オー＝ミーヌ（アルザス）
124 1891 BEUGNIOT, Charles
Président du Groupe de 
Paris et délégue auprès 
de l'Union des Associa-
tions de Paris.
パリグループ会長並パ
リ協会連合代表 パリ
125 1891 CRAMP, James コベントリー（イギリス）
126 1891 DUFOUR, Raoul リヨン
127 1891 DURUPT, Adolphe teinturier 染色業者 サン＝ディエ（ヴォージュ県）
128 1891 FADE, Léon サント＝マリー＝オー＝ミーヌ（アルザス）
129 1891 GENILLON, Francisque サン＝ジュニ＝ラヴァル（ローヌ県）
130 1891 HOLZSCHUH, Charles サント＝マリー＝オー＝ミーヌ（アルザス）
131 1891 JUSSERAND, Aimé リヨン
132 1891 MAGNILLAT, Jean Maison J. MAGNILLAT fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
133 1891 MICHAUD, François
Maison ATUYER, BIAN-
CHINI ET FÉRIER
soieries 絹製品 リヨン・トロザン
134 1891 OGIER, Joseph ヨハネスバーグ（南アフリカ共和国）
135 1891 PAILLARD, Georges
136 1891 PICARD, Henri パリ
137 1892 BAUDEY, Georges
Maison A. GRANDJEAN 
ET Cie. ランス（マルヌ県）
138 1892 BONFILS, Henry
139 1892 BOUCHET, Robert リヨン
140 1892 GERMAIN DE MON-TAUZAN, Joseph
c h e z  M .  Cha v e r o t , 
représentant de la Mai-
son  TASSINARI  ET 
CHATEL
ロンドン（イギリス）
141 1892 GUILLERMIN, Louis リヨン
142 1892 HUBSCH, Lucien
Maison DUCOTÉ ET 
CÓTE soieries 絹製品 リヨン
143 1892 MANONCOURT, Henri Maison BRÉCHART プ イ イ ＝ ス ＝ シ ャ リリュー（ロワール県）
144 1892 MURGIER, Georges リヨン
145 1892 PAIRA, Frédéric サント＝マリー＝オー＝ミーヌ（アルザス）
146 1892 RIVAIL, Gaston グルノーブル（イーゼル県）
147 1892 ROSEN, Jean ベイルート（シリア）
182
番号 卒業年次 氏名 会社名・機関 業種 業種訳 住所
148 1892 SALEMBIER, Paul ニューヨーク（アメリカ）
149 1892 TURRALL, H. W. コベントリー（イギリス）
150 1893 DREYFUS, Joseph ニューヨーク（アメリカ）
151 1893 GOUJON, Joseph ロアンヌ（ロワール県）
152 1893 GRATALOUP, Antonin
Maison J. GRATALOUP 
ET Cie.
soieries 絹製品 リヨン・トロザン
153 1893 MAKOWER, Ernest ロンドン（イギリス）
154 1893 OPENHYM, Auguste
Maison W. OPENHYM 
ET SONS
ニューヨーク（アメリ
カ）
155 1893 PERRIN, Charles Maison J. PERRIN fabricants de soieries 絹製品製造業者 リヨン
156 1893 REICHERT, Alfred ウィーン（オーストリア）
157 1893 ROESSEL, Max ニューヨーク（アメリカ）
158 1893 ROESSEL, Otto ニューヨーク（アメリカ）
159 1893 URNER, Victor
décédé en 1896（1896年
死亡）
160 1893 WALTZ, Jean-Jacques コルマール（アルザス）
161 1893 WEILL, Lucien リボヴィレ（アルザス）
162 1894 FAVOT, Édouard
Tissage DIEDERICHS 
ET FAVOT
tissage 製織 ヴィリュー＝スル＝ブルブル（イーゼル県）
163 1894 HATZIG, Charles パリ
164 1894 MAULER, Henri シュレスタット（アルザス）
165 1894 NEYRET, Alexis
Maison LAFFUTE ET 
DIEDERICHS リヨン
166 1894 PINKUS, Eugène. ベルリン（ドイツ）
167 1894 PONCET, Lucien
Maison PONCET PÈRE 
ET FILS
soieries 絹製品 リヨン・トロザン
168 1894 SCHMITT, Joseph ランス（マルヌ県）
169 1894 TREPIER, Jean リヨン
170 1894 URNER, Louis サヴェルネ（アルザス）
171 1895 CHANFRAY, Louis グランドリ（ローヌ県）
172 1895 CURTY, Adolphe チューリヒ（スイス）
173 1895 JUNG, Édouard Maison E. ROGELET
dessinateur-échantillon-
neur 見本デザイナー ゲブビレル（アルザス）
174 1895 MAURAS, Julien リヨン
175 1895 PAMPLO, Rafaë l バレンシア（スペイン）
176 1895 RYBAKOFF, Théodore fabricant de soieries 絹製品製造業者 Colonna（ロシア）
177 1895 VIAL, Joanny Maison DIEDERICHS ブールゴワン（イーゼル県）
178 1895 VINDRIER, Philibert ロアンヌ（ロワール県）
179 1895 VINDRIER, Pierre ロアンヌ（ロワール県）
180 1896 DOLBEAU, Henry リヨン
181 1896 GIRAUD, Antony リヨン
182 1896 GUINARD, Pierre
Maison BASALDELLA, 
PASCAL ET Cie リヨン
183 1896 KIENER, Jean ヴァルバッハ（アルザス）
184 1896 LAROQUE, Pierre リヨン
185 1896 LORTHIOIS, Robert トゥルコアン（ノール県）
18319世紀末リヨン高等商業・織物学校「校友会名簿」にみる校友の職業
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186 1896 SIEGLER, Harry
Maison HENRY SIE-
GLER ET Cie.
négociant 卸売商 マンチェスター（イギリス）
187 1896 THEURILLAT, Francis Maison HERZOG ローゲルバッハ（アルザス）
188 1897 BULHER, Émile
Maison SCHWARTZEN-
BACH-HERBER ET Cie.
ニュージャージー（ア
メリカ）
189 1897 BURCKHARDT, Charles リヨン
190 1897 FAYOS, Joachim chez M. J. GARDIEN リヨン
191 1897 GRIMM, Alfred
Maison FELMÉ ET MI-
CHELANG tissage 製織
サント＝マリー＝オー
＝ミーヌ（アルザス）
192 1897 KERN, Alexandre バーゼル（スイス）
193 1897 KORB, David ブ リ ュ ッ セ ル （ ベ ルギー）
194 1897 LANG, Georges
195 1898 BEAUBERNARD, René Maison DIÉDERICHS ブールゴアン（イーゼル県）
196 1898 BISSUEL, Paul リヨン
197 1898 BOUCLIER, Marcel グルノーブル（イーゼル県）
198 1898 BUISSON, Eugéne ビルフランシュ（ローヌ県）
199 1898 CHABOUD, Antony リヨン
200 1898 DE BELVAL, Émile Maison DIÉDERICHS ブールゴアン（イーゼル県）
201 1898 DE BELVAL, Félix Maison DIÉDERICHS ブールゴアン（イーゼル県）
202 1898 DESSONNAZ, Alfred Maison HERZOG ランゲンバッハ（アルザス）
203 1898 GIRARD, François リヨン
204 1898 GRIVOT, Henri リヨン
205 1898 PAGÈS, Charles ル ト ゥ ー ル ナ ッ ク（オート＝ロワール県）
206 1898 VALENSOT, Joseph リヨン
（注31）の資料より作成。なお，住所欄の（自）は Domicile（居住地）を示している。 ）　　
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1 1877 BRAMAS, Em-manuel
Maison 
L.PUYOSECH ET 
Cie.
スカーフ製造業者 ＊ （校友会脱会ｶ）
2 1877 BROSSET-HECK-EL, Maurice
Maison BROSET-
HECKEL ET Cie. 絹製品製造業者
Maison BROSET-
HECKEL ET Cie. 絹製品製造業者 無
3 1877 CALDICOTT, Richard Botham
Maison J. ET T. P. 
CALDICOTT リボン製造業者
Maison J. ET T. P. 
CALDICOTT リボン製造業者 無
4 1877 DAVID, Adrien 布地への刺繍業
Maison VEUVE 
SERRE ET Cie. リボン製造業者 有 業種変動
5 1877 DULIAN, Alexandre 織物製造所 繰糸作業所 有 業種変動
6 1877 ÉMERY, Eugène. 記載なし 有 住所変動
7 1877 EPITALON, Claude 記載なし
Maison EPITALON, 
FRÈRES リボン製造業者 有
会社設立あるいは
同族会社勤務
8 1877 FOURNIER, Claude
Maison MARTUN 
HUBSCH 絹製品取次商 有
会社・業種の記載
がなくなる。
9 1877 GUITTON, Paul
Maison GUITTON-
NICOLAS ET Cie.
無地・紋織リボン
製造業者
Maison G. SEROL 
ET GUITTON 機械織り綿布 有 会社名・業種変動
10 1877 JORDAN DE PUYFOL, Henri
Maison GUITTON-
NICOLAS ET Cie.
無地・紋織リボン
製造業者 有
会社・業種の記載
がなくなる 
11 1877 LACARRIÈRE, Georges ＊ （校友会脱会ｶ）
12 1877 LANDRU, Édouard
Maison E. ET 
LANDRU 絹製品製造業者 有
会社・業種の記載
がなくなる
13 1877 LATIL, Joseph
Maison BLAN-
CHET ET GIRAUD 絹製品製造業者 ＊ （校友会脱会ｶ）
14 1877 LYONNET, Charles
Maison SEGUIN 
ET Cie. 絹製品製造業者
Maison LYONNET 絹傘地製造業者 有 会社設立あるいは同族会社勤務
15 1877 MANTELIER, Georges
Maison CLAYETTE 
ET MANTELIER 絹製品製造業者
Maison MAN-
TELIER ET Cie. 絹製品製造業者 有 単独の会社になる
16 1877 OLIVIER, Henri
Maison 
L.PERMEZEL ET 
Cie.
織物・マフラー 
・傘地製造業者 ＊ （校友会脱会ｶ）
17 1877 SCHWICH, Charles
Maison BENOIT 
TABARD ET Cie. 裏地製造業者
Maison SCHWICH, 
FORTOUL ET 
PLANEUR
絹製品製造業者 有 会社設立・業種変動
18 1877 TESTENOIRE, Alexandre
Maison J.BÉRAUD 
ET Cie. 絹製品製造業者
Maison PALLUAT, 
TESTENOIRE ET 
Cie.
絹商社 有 同族会社勤務。業種変動
19 1878 ALBY, Geoeres
Maison A. FRAMI-
NET 絹製品製造業者 ＊ （校友会脱会ｶ）
20 1878 BERANGER, Louis Maison PUIGSECH ＊ （校友会脱会ｶ）
21 1878 CUSHMAN, Harry
Maison ROBERTS, 
CUSHMAN ET Cie.
帽子製造者向 
絹綿ビロード生地
輸入業者
有 会社・業種の記載がなくなる
22 1878 DEVÈZE, Lucien ＊ （校友会脱会ｶ）
23 1878 DUBOIS, Marc
Maison CAMEL 
FRERES ET Cie.
サテン・流行性新
柄布地製造業者 ＊ （校友会脱会ｶ）
24 1878 FERRARI, Louis
Maison VINCENT 
ET CURTET 絹製品製造業者 ＊ （校友会脱会ｶ）
25 1878 GONARD, Claude
Maison 
L.PÊRMEZEL ET 
Cie.
絹製品製造業者 ＊ （校友会脱会ｶ）
26 1878 GOUJAT. Louis ＊ （校友会脱会ｶ）
27 1878 HARMER, François ＊ （校友会脱会ｶ）
付表4　織物学校校友の20年間の職業の変動（1880年と1898年の比較）
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28 1878 HAAS, Philippe
Associé de la 
Meison PHLIPPE 
DE HAAS ET FILS
カーペット製造業
者 ＊ （校友会脱会ｶ）
29 1878 PERROUD, Raymond Maison DERBÈS ＊ （校友会脱会ｶ）
30 1878 PICARD, Alphonse 有 住所変動
31 1878 VERNET, Édouard 製糸と綿織 ＊ （校友会脱会ｶ）
32 1878 VINGTRINIER, Joseph
Maison GLÉNARD, 
DRUARD ET 
BONNET
絹製品，新製品 ジャーナリスト，記者 有 職種変動
33 1879 AUDOYER, Paul ＊ （校友会脱会ｶ）
34 1879 BESSON, Fleury
Maison PONCHON 
ET Cie.
無地・紋織マフ
ラー製造業者 有
会社・業種の記載
がなくなる
35 1879 BOSCH, Junior
associate de JOH.
BOSCH ET La 
Maison Cie. 
取次代理商 有
無記載→同族会社
親族協力者 
36 1879 GOURD, Henri
Maison A.GOURD 
ET Cie. 絹製品製造業者 有
無記載→同族会社
勤務
37 1879 MARKAROFF, Grégoire.
Maison G.ET 
W.MARKAROFF 絹製品製造業者 有
無記載→同族会社
勤務
38 1879 MÉTRAL, Claudius. Maison OGIER ainé 新規絹製品製造業者 有
会社・業種の記載
がなくなる
39 1879 NEUHOFF, Alexandre 取次業務 有
起業して取次業を
自営（ｶ） 
40 1879 NEYRET, Pierre 有 住所変動
41 1879 PINKUS. Max
Chez 
M.Meyrick,Graham 
villa （Londres/
Angleterre）
Maison 
F.FRAENKEL 
associé directeur
テーブル用布地製
造業 
（取締役部長）
有
転職して会社取締
役部長になる 
42 1879 ROQUE, Joseph
Maison PIOTET ET 
ROQUE 絹製品 有 無記載→会社勤務
43 1879 SOULIER, Camille
associé de la 
Maison 
M.A.FRASHON
証券仲買人。出資
社員。 有 無記載→会社勤務
44 1880 BILLIEZ, Albert Maison MICOLON サテン・スカーフ製造業者 有 無記載→会社勤務
45 1880 BUDILLON, André
Maison PUYG-
SECH ET Cie. 絹製品製造業者 有
会社・業種の記載
がなくなる
46 1880 RICHARD, Jean ＊ （校友会脱会ｶ）
47 1880 SCHUBIGER, Alfred
Maison 
E.SCHUBIGER ET 
Cie.
有
無記載→会社設立
または同族会社勤
務
（注19）と注31）の資料より作成。）
